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蓋
置
研
究
　
第
二
百
五
十
九
號

プ
ラ
ト
ー
ン
に
於
け
ろ
数
學
と

形
相
論
と
の
關
係
（
承
前
）

　
　
第
五
鱗
即
　
ア
ソ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
註
繹
家

　
　
　
　
　
　
　
に
於
け
る
形
縮
数
説
の
断
片

　
シ
ュ
テ
ン
ツ
ェ
ル
と
テ
ィ
ラ
ァ
と
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
註

控
家
の
う
ち
か
ら
総
膿
で
次
の
語
誌
し
か
引
用
し
て
み
な
い
が
、

私
は
そ
れ
に
二
三
箇
所
を
喰
補
し
て
、
註
繹
家
が
註
を
加
へ
て
る

る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
箇
所
に
從
っ
て
整
理
し
、
こ
の
順
序
で

q
、
9
－
…
の
狩
號
を
つ
け
た
。
引
用
は
ベ
ル
リ
ー
ン
・
ア
カ
デ

ミ
ー
仮
に
よ
る
。

　
G
．
　
シ
ム
プ
リ
キ
オ
ス
　
　
｝
五
一
六
－
一
九

　
　
　
　
自
然
學
第
｝
巻
第
四
章
一
八
七
a
三
の
註
。

　
　
　
　
シ
ェ
テ
ン
ツ
ェ
ル
、
山
千
㎜
四
一
只
o

CiaClbC．，

強
CC．，bCr｝

七
四

　
　
オ
ッ
ト
ー
・
ト
ェ
ブ
リ
ッ
ツ

　
　
長
　
澤
　
信
　
壽
課

テ
ミ
ス
テ
ィ
オ
ス
　
一
三
一
三
⊥
六

　
自
然
三
三
一
巻
第
四
章
一
八
七
a
三
の
註
。

ピ
ロ
ポ
ノ
ス
九
一
二
七
…
九
三
｝
二

、
自
然
落
第
一
巻
第
四
章
一
八
七
a
一
二
の
註
。

シ
ム
プ
リ
キ
オ
ス
　
　
扁
一
四
七
三
三
－
二
四
八
二
〇

　
自
然
學
第
一
巷
第
九
章
一
九
二
a
三
の
註
。

　
テ
ィ
ラ
ァ
（
一
）
、
四
二
…
頁
。

テ
ミ
ス
テ
ィ
オ
ス
三
二
三
丁
二
四

自
然
學
第
一
巻
第
九
血
呈
九
二
a
三
の
註
。

ピ
ロ
ポ
ノ
ス
　
一
八
六
三
i
菱

　
自
然
病
毒
｝
巻
第
九
章
一
九
二
a
三
の
註
。

シ
ム
プ
リ
キ
オ
ス
　
四
五
一
ニ
ニ
五
一
鯛
五
五
　
四
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C；」 C4b　C．ia C， C：｝b　C：｝a
ぬ

CC，

　
自
然
學
第
三
巻
第
四
章
二
〇
二
b
三
六
の
註
。

　
シ
ュ
ー
プ
ン
ツ
ェ
ル
、
占
ハ
｝
二
頁
…
以
下
、
山
ハ
九
百
ハ
。

テ
ミ
ス
テ
ィ
オ
ス
　
七
九
二
八
一
八
○
二
七
、

自
然
學
第
三
巻
第
四
章
二
〇
二
b
蚤
ハ
の
註
。

ピ
ロ
ポ
ノ
ス
　
三
八
八
四
⊥
○
、
三
八
九
胤
…
二
〇
b

自
然
畢
第
三
巻
第
四
章
二
〇
二
b
巽
の
註
。

シ
ム
プ
リ
キ
ォ
ス
五
四
五
二
三
⊥
獄
、

臨
然
學
第
四
巻
第
二
章
二
〇
九
b
姦
二
の
註
。

テ
ミ
ス
テ
ィ
オ
ス
　
一
〇
七
；
丁
一
六
、

自
然
譜
第
四
巻
第
二
章
工
〇
九
b
三
三
の
註
。

ピ
。
ポ
ノ
ス
垂
西
・
L
三
、

自
然
學
第
四
雀
第
二
章
工
〇
九
b
一
鼓
の
註
。

シ
ム
プ
リ
キ
オ
ス
　
ニ
八
七
、

　
デ
・
ア
ニ
マ
第
一
巻
数
〇
四
b
毛
の
註
。

　
シ
ュ
テ
ン
ツ
ェ
ル
、
九
㎜
国
百
ハ
（
二
）

ピ
ロ
ポ
ン
ス
　
七
赤
垂

　
デ
・
ア
ニ
マ
第
一
巻
四
〇
四
b
毛
の
註
。

　
シ
．
　
テ
ン
ツ
ェ
ル
、
九
四
百
外
（
二
）

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
　
五
｝
ニ
ニ
…
四
、

　
　
プ
ラ
｝
ー
ン
に
於
け
ろ
数
學
と
形
相
論
の
關
係

Cio Cg Cs C，

形
而
上
學
第
一
濃
艶
六
章
九
八
七
b
二
〇
の
註
。

　
シ
F
ユ
テ
ン
ツ
T
｝
ル
や
ご
一
〇
百
ハ
、
五
一
百
バ
O

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
　
五
五
二
〇
一
五
七
憲
四
、

形
而
上
學
第
一
巻
第
六
章
九
八
七
b
三
三
の
註
。

　
シ
↓
テ
ン
ツ
ェ
ル
、
…
二
〇
習
只
、
五
…
驚
只
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
　
五
九
三
霊
－
六
〇
四
、

　
形
佃
玉
上
一
嵩
第
一
巻
心
一
六
血
三
九
八
八
3
＝
の
註
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
　
八
五
一
六
、
八
七
蕪
一
八
八
二
、

　
形
而
上
學
第
圃
総
第
九
章
九
九
〇
b
一
七
、
二
一
の
註
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
　
ニ
五
〇
一
七
⊥
δ
、

　
形
二
上
墨
第
三
総
第
二
章
一
〇
〇
三
b
姦
一
の
註
。

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
　
ニ
六
二
｝
九
、
…
一
三
、

形
而
上
學
第
三
巻
第
二
章
一
〇
〇
四
二
九
、
一
〇
〇
五

　
b
a
二
の
註
。

　
シ
ニ
テ
ン
ツ
丁
一
ル
、
四
馬
九
頁
O

　
こ
れ
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
直
弟
子
の
著
蓮
の
中
の
二
つ

の
謹
媛
が
加
へ
ら
れ
る
。

　
煽
　
テ
オ
プ
ラ
ス
ト
ス
、
第
一
哲
言
論
、
三
一
二
頁
以
下
、

　
　
切
選
第
六
巻
a
二
三
、
q
幹
（
鵠
O
向
コ
N
ρ
×
O
づ
O
汀
「
簿
O
評
H
・
○
凶
》
N
尉
9
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
玉
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潔
癖
研
究
　
第
二
百
五
十
九
號

一
G
◎
⑩
ト
り
v
》
同
①
⑪
》
断
片
二
六
）
o

ア
リ
ス
ト
ク
セ
ノ
ス
ヤ
ハ
ル
モ
印
譜
　
三
〇
一
六
一
｝
一
二

二
、
（
o
ρ
寓
㌶
ρ
舞
巳
v
切
。
錘
⇔
お
①
G
。
b
ワ
竃
）
（
一
き

　
此
等
の
館
所
か
ら
プ
ラ
ト
ー
ン
の
「
善
に
就
い
て
」
と
言
ふ
講

義
の
外
部
的
な
概
要
に
篤
し
て
、
次
の
こ
と
が
判
明
す
る
。
プ
ラ

ト
ー
ン
は
潮
岬
ざ
O
均
亀
葛
〔
善
に
就
い
て
〕
講
義
（
幾
℃
蜜
q
・
∫

ρ
。
叉
は
q
妄
。
c
鼠
9
）
を
行
ふ
こ
と
を
獲
表
し
た
。
そ
し
て
そ
の

講
義
に
は
非
常
に
灘
山
の
聴
講
者
が
あ
っ
た
（
C
1
2
）
。
「
す
べ
て

の
毎
々
は
人
間
的
善
の
何
か
に
就
い
て
、
富
と
か
健
康
と
か
力
と

か
或
は
一
般
に
不
思
議
な
幸
編
と
か
言
ふ
が
如
き
も
の
に
就
い

て
、
聴
く
の
で
あ
ら
う
と
豫
甚
し
て
る
た
や
う
に
云
え
た
。
と
こ

ろ
が
そ
の
時
数
學
、
数
、
幾
何
學
、
天
文
學
に
古
し
て
論
孚
が
も

ち
あ
が
っ
た
。
そ
し
て
銭
獣
℃
葛
身
9
》
、
伽
q
d
“
・
、
硬
く
〔
限
定
は
一

つ
の
警
で
あ
る
〕
（
エ
ハ
）
と
言
ふ
テ
ー
ゼ
を
聴
い
て
、
聴
講
者
は
皆

甚
く
意
外
に
思
っ
た
ら
し
か
っ
た
。
そ
の
論
璽
の
閥
題
に
針
し
て

興
味
を
失
っ
た
遅
々
も
あ
っ
た
し
、
ま
九
そ
れ
を
批
評
し
た
事
々

も
あ
っ
た
し
。
ア
リ
ス
ト
ク
セ
ノ
ス
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
物

語
か
ら
此
の
回
想
を
複
照
し
な
が
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
著
蓮
や

講
義
に
於
て
、
正
し
か
ら
ぬ
1
今
日
な
ら
ば
さ
う
需
は
れ
る
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

あ
ら
う
が
ー
ー
表
題
か
ら
、
如
何
な
る
失
策
が
雄
す
る
も
の
で
あ

る
か
を
君
は
う
と
欲
し
て
み
る
。
我
々
は
他
の
驚
所
か
ら
、
ア
カ

デ
メ
イ
ア
の
最
も
著
名
な
學
者
も
、
そ
の
講
義
を
聴
講
し
且
つ
そ

れ
を
箪
饗
し
た
（
鑑
’
藷
り
寄
℃
q
～
踏
壌
・
ヤ
§
メ
島
回
q
簿
R
’
き
ユ
ぐ

寒
§
・
ぎ
ρ
P
）
＊
こ
と
を
聴
く
の
で
あ
る
。
そ
の
筆
録
の
一
つ

翻
ち
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
そ
れ
は
、
鳩
版
は
せ
ら
れ
な
か
っ
た

け
れ
ど
も
、
決
定
的
な
形
に
書
き
下
さ
れ
た
に
湘
違
な
い
（
似
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
り

G
り
、
α
鋤
、
α
．
、
五
山
ハ
三
黒
一
図
冗
用
ハ
、
G
、
、
α
、
G
、
q
）
O
q
み
「
q

と
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
こ
の
筆
録
に
第
二
巻
が
あ
っ
た
こ

と
を
語
っ
て
み
る
（
焦
は
、
シ
よ
テ
ン
ツ
丁
．
ル
も
注
意
し
て
み
る

や
う
に
、
此
の
筆
録
と
謹
餐
）
。
q
。
疑
り
〔
哲
學
に
就
い
て
〕
と
を
混

同
し
て
み
る
や
う
に
見
え
る
）
。
し
か
し
そ
の
後
プ
ラ
ト
ー
ン
の

丁
幾
者
と
し
て
湖
煽
い
で
ア
カ
デ
メ
イ
ア
を
指
導
し
た
ス
ペ
ウ

シ
ッ
ポ
ズ
と
ク
セ
ノ
ク
ラ
テ
ー
ス
も
（
q
及
び
偏
）
、
な
ほ
ま
た
ヘ

ル
モ
ド
ー
ロ
ス
（
　
　
δ
躍
C
）
、
ボ
ン
・
じ
ス
の
へ
ー
ラ
ク
レ
イ
デ
ー
ス
（
天

丈
學
者
）
、
ヘ
ス
テ
ィ
ァ
ィ
オ
ス
を
始
め
、
ア
カ
デ
メ
イ
ア
の
全

て
の
入
国
も
筆
録
を
作
っ
た
（
C
）
。

　
上
記
の
一
切
の
断
片
は
、
文
題
に
多
少
の
驚
入
り
は
あ
る
が
、

次
の
や
う
に
報
告
し
て
み
る
。
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隷
く
§
く
巷
×
鷲
8
勘
邑
る
’
・
司
？
卿
。
。
葛
《
a
畠
学
伽
目
糞
席
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
畿
℃
p
q
d
。
り
ぎ
誘
v
説
く
　
ト
♪
、
R
養
繍
｝
ミ
ミ
く
難
醗
①
、
、
・

　
　
一
と
不
定
な
る
二
、
若
し
く
は
プ
ラ
ト
ー
ン
が
そ
れ
を
名
づ

　
　
け
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
「
大
と
小
し
と
は
、
一
切
の
も
の
の
、

　
　
形
相
の
さ
へ
、
根
本
原
理
で
あ
る
（
q
及
び
侠
）
。

　
若
し
く
は
、
爾
ほ
澤
山
の
異
文
の
う
ち
の
一
を
饗
照
す
る
な
ら

ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
倉
藁
の
彫
d
？
茜
幽
く
ひ
の
影
．
、
磯
）
葦
養
㎡
ぷ
雪
。
x
①
菅
m
《
。
、
、
m
）
3
、
帥

　
　
一
同
餐
嚢
岬
皆
皆
毛
敷
く
層
2
無
為
窪
即
。
O
婁
《
Y
ホ
の
　
§
q
“
く
M

　
　
黎
雪
バ
。
《
M
詩
語
a
ま
9
《
x
只
一
影
。
の
ぶ
磐

　
　
根
本
原
理
と
し
て
彼
が
懸
け
て
み
る
も
の
は
、
質
料
及
び
基

　
　
艦
と
し
て
は
大
と
小
、
彼
の
語
を
羽
ひ
れ
ば
一
種
の
不
定
な

　
　
る
二
で
あ
る
。
之
に
反
し
て
概
念
及
び
形
相
と
し
て
は
一
筆

　
　
で
あ
る
（
Q
、
五
三
頁
一
丁
四
）
。

　
こ
・
に
引
用
し
た
二
つ
の
文
章
が
本
質
上
相
違
し
て
み
る
黙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
ヘ
　
ヘ
　
　
へ

は
、
此
の
根
本
原
理
が
何
に
就
い
て
ー
ー
立
ち
翠
に
菅
魯
。
（
師

ち
数
に
就
い
て
だ
け
で
も
な
く
、
ま
た
分
裂
〔
諸
存
在
〕
、
ぎ
ふ
二

親
ち
永
潅
な
、
不
適
な
る
思
惟
的
事
物
（
U
O
昇
鳥
営
㈹
①
）
に
就
い

て
だ
け
で
も
な
く
、
却
っ
て
鼠
q
｝
臥
邸
ち
知
畳
の
封
象
に
、
從
つ

　
　
　
　
　
プ
ラ
ト
ー
ン
に
於
け
ろ
数
學
と
形
粉
諭
と
の
開
係

て
血
忌
作
に
　
切
の
も
の
に
就
い
て
も
1
探
ね
ら
れ
る
か
に

秘
し
て
、
そ
の
述
べ
る
と
こ
ろ
が
多
い
か
少
な
い
か
、
と
雷
ふ
こ

と
だ
け
で
あ
る
。
我
々
は
そ
の
上
q
に
於
て
、
此
の
大
と
小
は
、

プ
ラ
ト
ー
ン
が
「
テ
ィ
：
マ
エ
ウ
ス
」
の
中
で
感
性
的
に
知
歴
せ

ら
れ
る
も
の
の
領
域
に
名
づ
け
た
＄
5
〔
質
料
〕
と
同
じ
も
の
で

あ
る
こ
と
を
知
り
、
ま
た
G
。
に
於
て
、
プ
ラ
ト
ー
ン
は
此
の
Q
ぎ

郎
ち
質
料
を
登
巷
。
・
〔
無
限
定
〕
及
び
畿
驚
・
。
・
〔
不
定
〕
か
ら
、

我
々
が
「
ピ
レ
ー
ブ
ス
」
か
ら
知
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
よ
り
多

と
よ
り
少
を
蔵
す
事
物
の
領
域
（
葛
《
＆
’
9
響
ソ
。
《
x
巳
ま
津
3
’
、

罫
…
N
。
鼠
ぐ
ε
・
）
＊
＊
か
ら
引
き
愛
し
て
み
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ

る
。
最
後
に
我
々
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
著
作
の
中
に
も

恥
×
）
。
盛
窃
く
伽
｛
§
へ
ε
《
（
里
美
の
選
繹
）
と
言
．
勘
丈
が
あ
り
、
若
し

く
は
そ
れ
を
引
合
ひ
に
亡
し
て
る
た
こ
と
、
ま
た
特
に
｛
切
の
も

の
を
・
婁
？
叙
碧
忘
・
（
限
定
i
無
隈
定
）
の
鍬
立
で
片
附
け
る
學

者
は
、
㈱
’
、
〔
一
〕
と
畿
℃
§
。
り
ぎ
誘
〔
不
定
な
る
二
〕
と
を
昔
×
鼠

〔
根
本
原
理
〕
と
見
徴
す
者
と
、
星
影
に
同
じ
で
あ
る
（
偏
、
二
六

二
頁
、
七
）
と
言
．
識
こ
と
を
傭
る
の
で
あ
る
（
G
、
偏
、
ま
た
砺
と
比

較
せ
よ
）
。
そ
の
上
爆
で
は
プ
ラ
ト
ー
ン
が
時
折
り
大
と
小
の
代

り
に
用
ひ
た
名
構
と
し
て
竃
㈹
x
斐
へ
’
・
廓
ち
「
分
有
す
る
も
の
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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哲
學
研
究
　
第
二
百
五
十
九
號

言
ふ
名
辞
及
び
・
～
昇
き
留
主
も
【
・
。
お
（
形
相
撒
）
と
雷
ふ
言
ひ
表

し
方
が
現
れ
て
み
る
Q

　
た
f
Q
、
恥
、
磁
、
α
、
像
の
箇
所
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
乏
し

い
落
磐
の
全
腱
よ
り
も
以
上
の
も
の
が
あ
る
、
α
は
、
本
質
的
に

相
違
し
た
、
爾
方
と
も
甚
だ
不
明
瞭
な
、
二
つ
の
叙
述
の
仕
方
で

傅
へ
ら
れ
て
る
る
。
た
し
か
に
そ
の
中
に
あ
る
も
の
は
プ
ラ
ト
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ

ン
の
講
義
の
残
片
で
は
な
く
、
プ
ラ
ト
ー
ン
の
説
に
封
ず
る
議
論

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
高
々
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
に
登
し
た
に
相
違

な
い
。
簡
輩
で
あ
っ
て
、
而
も
同
様
に
決
し
て
明
断
で
は
な
い
G
、

（
二
四
八
頁
況
）
の
指
示
は
、
下
叢
学
べ
る
で
あ
ら
う
。
恥
は
、
大

と
小
を
た
ゴ
一
つ
の
根
本
原
理
と
し
て
撒
ふ
べ
き
か
、
そ
れ
と
も

二
つ
と
し
て
撒
ふ
べ
き
か
i
第
一
の
考
が
プ
ラ
ト
ー
ン
の
考

で
あ
る
と
言
ふ
外
部
的
な
問
題
し
か
取
扱
っ
て
み
な
い
や
う
に

思
は
れ
る
。
そ
れ
故
に
残
る
も
の
は
た
だ
α
。
と
儀
の
二
つ
の
、
最

も
包
括
的
な
箇
所
だ
け
で
あ
る
。

　
殊
は
ア
リ
ス
下
テ
レ
ー
ス
が
哲
學
の
獲
展
を
簡
聡
に
弁
護
し

て
み
る
「
形
而
上
學
」
第
｝
巻
の
備
所
の
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の

註
繹
中
に
存
す
る
も
の
で
あ
る
。
我
々
は
次
の
節
で
蓮
べ
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
入

を
豫
め
考
慮
し
て
、
既
に
こ
こ
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
こ
の
箇

所
を
取
級
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス

は
（
避
弟
｝
総
第
六
出
皐
）
筆
プ
ラ
ト
ー
ン
。
か
「
イ
タ
リ
ア
入
」
か
ら
、

取
り
分
け
て
「
所
謂
ピ
詣
二
葉
ゴ
ラ
ー
ス
派
の
人
々
」
か
ら
、
何

を
承
け
重
い
だ
か
、
如
何
な
る
黙
．
で
プ
ラ
ト
ー
ン
は
彼
等
か
ら
離

れ
て
み
る
か
、
を
述
べ
て
み
る
。
ピ
ェ
ー
タ
ゴ
ラ
…
ス
派
の
入
々

　
　
　
　
ハ
ル
モ
ニ
イ
ロ
レ
く
レ

は
、
撒
が
昔
階
學
の
中
に
於
て
有
す
る
役
目
か
ら
畠
獲
し
て
あ

ら
ゆ
る
事
物
の
中
に
撒
を
導
爆
ば
か
り
で
は
な
く
、
夏
に
進
ん
で

あ
ら
・
ゆ
る
事
物
を
も
撒
で
あ
る
と
見
た
。
へ
ー
ラ
ク
レ
イ
ト
ス
か

ら
出
獲
し
、
ま
た
半
身
の
世
界
の
可
攣
的
性
質
か
ら
出
嚢
し
た
プ

ラ
ト
ー
ン
は
、
マ
へ
§
q
ら
師
ち
模
倣
の
野
釣
ー
ピ
ュ
ー
タ
ゴ
ラ

ー
ス
派
の
考
に
從
ふ
と
、
削
壁
の
事
物
は
撒
に
鋤
し
て
此
の
關
係

を
有
っ
て
み
る
ー
ー
の
代
り
に
、
風
琴
ら
の
掌
骨
、
即
ち
現
實
の

事
物
が
巾
窯
9
〔
形
相
〕
に
封
ず
る
、
撃
〔
一
〕
に
封
ず
る
、
現
實
の

事
物
を
総
揺
し
て
一
と
な
す
概
念
に
封
ず
る
（
一
七
）
、
分
有
の
關
係

を
置
い
た
。
プ
ラ
ト
ー
ン
は
形
相
と
知
豊
の
事
物
と
の
問
の
中
槻

に
（
　
　
　
　
℃
、
こ
h
鱒
9
（
、
㌧
）
、
第
三
の
世
界
を
假
書
し
た
、
邸
ち
そ
れ
は
撒
學
的

事
物
の
世
界
で
あ
る
（
一
さ
。
根
本
概
念
（
巷
ミ
）
は
プ
ラ
ト
ー
ン

に
と
っ
て
は
質
料
（
敗
y
5
）
と
し
て
の
「
大
と
小
」
並
に
形
成
の
原
理
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（
。
§
＆
と
し
て
の
磐
〔
一
）
、
邸
ち
総
括
的
に
統
一
を
作
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
や
う
に
ピ
ェ
ー
タ
ゴ
ラ
ー
ス
派
の
人
々
の
箪
な
る

捧
m
蓉
く
〔
無
限
定
〕
の
代
り
に
、
大
と
小
の
ぎ
誘
〔
二
〕
を
導
入

す
る
こ
と
こ
そ
、
プ
ラ
ト
～
ン
の
特
徴
を
示
す
も
の
で
あ
る
（
九

八
七
b
二
塁
⊥
宅
）
。
そ
の
次
に
こ
の
略
述
の
最
後
の
言
葉
が
あ
っ

て
（
九
八
七
b
三
一
九
八
八
a
一
）
、
そ
れ
か
ら
そ
れ
に
、

　
　
×
R
部
。
“
q
養
要
ぞ
㊤
ぺ
磁
養
謡
吋
ε
り
．
。
“
一
、
即
つ
象
y
ミ
ミ
。
“
§
り
．

　
　
ほ
ん
と
う
に
は
そ
れ
は
全
く
顛
倒
し
て
み
る
、
何
と
な
れ
ば

　
　
そ
の
考
方
は
正
し
く
な
い
。

と
言
ふ
言
葉
を
挿
入
し
て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
批
評
が
附
加

せ
ら
れ
て
る
る
。
こ
の
言
葉
は
、
q
が
註
を
加
へ
よ
う
と
し
て
み

る
も
の
で
あ
っ
て
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
ふ
葛
く
m
＆
ジ
声
門
q
醍
ε
拶
審
d
ざ
…
く
8
お
）
‘
ミ
。
ら
驚
く
m
d
。

　
　
q
汰
窒
（
。
ご
前
事
癖
℃
。
・
㎝
§
ア
舞
蚤
の
。
闇
黒
嵐
琴
、
ソ
ま
僻

　
　
2
畿
R
8
墨
絵
　
↓
望
口
試
℃
8
・
愈
9
’
、
㎝
受
ま
ぎ
σ
り
　
魯
乾
丁
。
＄

　
　
吸
欄
ε
る
く
署
響
ε
《
①
㊧
古
り
伽
朔
特
急
の
k
①
’
・
商
亀
き
警
糾
も
錯

　
　
爵
《
。
り
驚
窯
鍵
m
3
c
●

　
　
形
相
の
導
入
は
（
プ
ラ
ト
ー
ン
に
よ
っ
て
は
）
、
ロ
ゴ
ス
の
考

　
　
察
（
じ
u
①
g
∩
三
ρ
轟
恥
く
・
。
ら
）
’
含
ら
）
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
る

　
　
　
　
　
プ
ラ
あ
ー
ン
に
於
け
る
数
學
と
形
柑
論
と
の
關
係

　
　
る
．
（
と
言
ふ
の
は
背
の
人
々
は
ま
だ
辮
讃
法
を
騙
使
し
な

　
　
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
）
o
し
か
し
彼
〔
プ
ラ
ト
ー
ン
〕
は
二
を

　
　
第
二
の
産
嵐
の
原
理
と
し
た
、
そ
れ
は
罰
葛
§
〔
第
一
の
も

　
　
の
ー
ー
素
数
〕
以
外
の
数
が
そ
の
原
理
か
ら
整
然
と
し
て
田

　
　
て
認
る
か
ら
で
あ
る
、
恰
も
一
種
の
印
材
か
ら
鵡
て
來
る
と

　
　
拝
島
に
。

　
此
の
箇
所
は
、
シ
ュ
テ
ン
ツ
T
【
ル
の
苦
し
み
の
子
で
あ
っ
た
が
、

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
こ
こ
に
プ
ラ
ト
：
ン
の
學
読
に
就
い
て

語
っ
て
み
る
唯
一
の
明
白
な
言
葉
で
あ
る
。
私
の
テ
ー
ゼ
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
、
此
の
簡
所
は
深
長
な
意
義
を
得
る
。
そ
こ
で
私
は

q
メ
婁
り
伽
く
8
ら
峯
。
ら
〔
ロ
ゴ
ス
の
考
察
〕
と
言
ふ
言
葉
を
考

へ
て
る
る
の
で
は
な
い
。
こ
の
百
葉
は
y
へ
べ
。
ら
を
比
の
意
味
に

冬
営
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
や
う
で
あ
る
が
、
し
か
し
設
明
の

た
め
に
挿
入
せ
ら
れ
た
猛
烈
を
考
へ
合
せ
て
見
る
と
、
そ
れ
は
明

か
に
他
の
意
味
に
理
解
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
寧
ろ
こ
の
文

章
の
不
分
明
な
後
置
の
解
繹
が
問
題
で
あ
る
。
先
づ
プ
ラ
ト
ー
ン

が
㎝
鼠
の
〔
二
〕
を
黛
q
あ
　
と
し
て
、
穿
ち
生
康
の
原
理
と
し
て

認
め
、
藪
墨
玉
椿
造
と
見
倣
し
て
み
る
の
で
は
な
い
と
言
ふ
こ
と

は
、
比
例
論
に
於
け
る
語
部
ち
、
y
3
、
。
り
を
構
成
す
る
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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哲
學
研
究
　
第
二
百
．
五
十
九
號

つ
い

封
と
な
す
こ
と
（
島
Φ
団
鎚
．
毒
騎
）
が
っ
と
め
る
役
目
と
全
く
一
致

　
　
ス
ク
ン
ツ

す
る
。
印
の
比
喩
が
そ
れ
に
封
し
て
選
ば
れ
た
こ
と
は
、
此
の
上

も
な
く
適
切
で
あ
っ
て
、
恰
も
印
材
か
ら
個
々
の
窮
し
（
負
。
讐
マ

賓
）
を
作
る
と
同
様
に
、
人
は
そ
の
印
を
も
つ
て
個
々
の
聡
し
を

作
る
こ
と
が
警
世
る
。
種
々
の
大
き
さ
〔
量
〕
の
封
、
例
へ
ば
曽
♪

。。

h
ρ
合
。
。
若
し
く
は
一
方
が
他
方
の
二
倍
の
長
さ
を
有
っ
て
み

る
二
本
の
線
の
如
き
一
、
め
の
比
を
有
っ
て
み
る
も
の
は
、
た
だ

一
つ
の
ス
テ
ロ
版
の
種
々
な
複
爲
で
あ
る
。
此
の
ス
テ
ロ
版
が

そ
れ
ら
を
悉
く
一
つ
の
概
念
に
、
部
ち
磐
に
、
と
ぢ
り
若
し
く

は
一
』
（
我
々
は
今
日
な
ら
ば
一
轍
と
書
く
と
こ
ろ
を
さ
う
書

く
）
と
愛
μ
ふ
（
新
ら
し
い
意
味
に
於
け
る
）
「
藪
」
に
包
括
す
る
。
人

は
こ
れ
と
そ
の
少
し
前
に
あ
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
九
八
七

b
九
一
の
言
口
葉
と
を
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　
濃
陶
長
く
§
覧
b
餌
§
黛
監
沖
俘
・
δ
O
ぎ
ψ
り
琵
匙
①
5
m
州
蓑
d
9
り

　
、
餐
暑
9
り
．

　
　
諸
形
相
は
、
全
艦
性
の
分
有
と
言
ふ
産
出
の
原
理
に
從
つ

　
　
て
、
大
と
小
と
か
ら
数
と
し
て
出
て
敵
る
（
一
九
）
。

　
シ
ュ
テ
ン
ツ
甲
一
ル
に
と
っ
て
「
は
一
戸
か
に
椰
難
鯉
…
に
田
心
は
・
れ
九
日
謂
ε

葛
・
黒
羽
§
　
と
雷
ふ
曇
一
口
葉
は
、
こ
こ
で
は
最
早
少
し
も
難
解
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○

は
な
い
。
入
は
介
ま
で
こ
の
包
葉
を
（
撒
要
素
に
何
か
充
分
な
意

義
を
そ
れ
に
附
加
し
得
す
に
）
、
寒
け
跨
霧
霧
プ
臼
O
α
興
＠
韓
①
⇒

N
曽
芝
露
（
第
一
の
撒
を
除
い
て
）
、
叉
は
還
9
§
量
も
【
さ
（
が
エ
ウ

ク
レ
イ
デ
ー
ス
で
は
素
数
を
意
味
す
る
と
雷
ふ
こ
と
を
想
ひ
超

し
な
が
ら
、
而
も
そ
れ
に
何
か
曝
瞭
な
表
象
を
與
へ
る
こ
と
は
鵬

來
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
薮
け
》
藝
邑
μ
旨
Φ
創
2
蜀
甑
H
⇒
母
三
露

（
細
辛
を
除
い
て
）
と
課
し
て
來
た
G
人
は
な
卸
。
り
が
エ
ウ
ク
レ

イ
デ
ー
ス
で
は
、
直
接
そ
れ
と
並
ん
で
、
爾
ほ
も
〉
一
つ
の
異
っ

た
意
義
で
用
ひ
ら
れ
て
る
る
こ
と
を
忘
れ
て
み
た
の
で
あ
る
。
邸

ち
二
つ
の
撒
は
、
そ
れ
ら
が
互
に
約
せ
ら
れ
る
時
に
は
、
「
互
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ラ
あ
じ
フ
ゆ
ゾ
リ
ム

他
に
甚
し
て
な
？
。
こ
（
私
益
的
素
望
）
で
あ
る
と
名
づ
け
ら
れ
て

み
る
の
で
あ
る
。
此
の
意
味
を
人
が
我
々
の
〔
今
、
闇
題
と
な
っ

て
み
る
〕
箇
所
に
適
用
す
る
な
ら
ば
、
凡
て
が
完
全
に
明
瞭
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
っ
い

る
。
・
、
誤
。
。
6
等
々
は
悉
く
約
せ
ら
れ
允
謝
ご
・
、
三
9
i

こ
れ
を
型
取
っ
て
そ
れ
ら
は
形
成
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
一
1
と

雷
ふ
ス
タ
ン
プ
の
話
し
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
此
の
笛
所
は
私
の
テ
ー
ゼ
の
意
味
す
る
も
の
と
は
無
理
な
く

一
致
す
る
◎
し
か
し
た
だ
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
ま
た

「
ピ
レ
ー
ブ
ス
」
に
就
い
て
蓮
べ
九
第
四
節
の
注
意
と
も
合
致
し
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て
、
一
つ
の
統
一
の
あ
る
形
象
を
作
る
＊
＊
＊
。
そ
こ
で
は
無
御

定
の
類
が
一
つ
の
明
瞭
な
定
型
旬
に
仕
組
ま
れ
て
み
た
。
無
限
定

の
類
は
、
大
と
小
も
亦
そ
れ
に
心
し
て
み
る
と
こ
ろ
の
【
為
y
＞
。
’
＝
m

x
鼠
津
8
《
〔
よ
り
大
と
よ
り
小
と
〕
を
ふ
く
む
事
物
か
ら
成
り
立

っ
て
る
る
。
此
の
事
物
は
そ
こ
で
は
一
般
的
な
「
刻
印
」
（
伽
碧
q
令
暴

言
窯
・
農
）
と
し
て
現
れ
て
み
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
限

　
　
　
　
ア
ナ
ロ
　
ゲ

定
の
類
を
同
様
な
定
型
句
の
中
に
、
邸
ち
臥
＆
m
q
隠
り
〔
結
紐
〕
の

中
に
概
忘
す
る
こ
と
は
、
意
識
的
に
、
延
期
せ
ら
れ
た
。
プ
ラ
ト

～
ン
は
護
者
の
藪
腰
上
の
準
備
教
育
を
黙
想
し
て
み
た
に
相
違

な
い
の
で
、
そ
れ
を
意
識
し
て
公
の
封
話
の
中
で
は
、
そ
れ
を
述

べ
す
、
善
に
就
い
て
の
あ
の
講
義
の
中
で
蓮
べ
た
の
で
あ
る
一

業
が
そ
れ
を
敏
へ
る
こ
と
を
樺
つ
た
こ
と
は
、
そ
の
結
果
か
ら
見

て
正
當
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
「
ピ
レ
ー
ブ
ス
」
の
中
で
は
、
例
を

纂
け
て
九
だ
灰
か
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
も
の
を
、
彼
は
こ
の
講

義
の
中
で
一
般
的
な
原
理
と
し
て
展
開
し
た
の
で
あ
る
三
こ
。
そ

し
て
彼
が
襲
撃
で
　
圏
y
y
。
・
虚
蝉
却
8
’
・
〔
よ
り
大
と
よ
り
小
〕
の

個
々
の
叙
罰
m
蓑
〔
無
限
定
〕
を
爲
し
出
す
印
刻
の
こ
と
を
語
っ
て

み
る
や
う
に
、
此
塵
で
は
、
形
を
與
へ
ら
れ
得
る
印
刻
に
就
い
て

講
じ
て
み
る
。
此
の
印
材
の
中
に
、
無
限
定
の
二
〔
封
〕
の
原
理

　
　
　
　
　
プ
ヲ
ト
ー
ン
に
於
け
る
敬
學
と
形
相
論
と
の
關
係

が
、
個
々
の
二
〔
封
〕
を
印
刻
す
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
そ
こ
で
入
は
此
の
節
の
始
に
倫
ほ
繹
さ
な
い
で
残
し
て

お
い
た
ア
リ
ス
ト
ク
セ
ノ
ス
か
ら
の
引
用
箇
所
の
急
試
℃
R
り
密

輸
邑
q
く
胸
q
§
磐
と
言
ふ
言
廻
し
方
を
、
上
記
の
所
読
と
比
較
し

て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
こ
の
引
用
箇
所
が
我
々
に

示
す
と
こ
ろ
の
、
講
義
の
眞
の
内
容
に
關
す
る
唯
一
の
言
葉
で
あ

る
Q
マ
ル
ク
ア
ル
ト
は
血
思
義
の
m
朋
確
『
を
珍
く
島
器
の
鳥
凶
o
O
お
昌
N
¢

Φ
汐
○
旨
幹
と
雷
ふ
言
葉
で
蘇
果
し
て
み
る
が
、
そ
れ
は
我
々

の
考
方
に
從
ふ
と
次
の
や
う
な
意
味
に
な
る
、
コ
つ
の
概
念

（
㎜
《
）
に
概
括
せ
ら
れ
る
限
定
の
類
が
善
で
あ
る
L
。
そ
れ
故
に
限

定
類
（
試
℃
袋
？
室
2
。
ω
ω
①
）
の
・
6
血
紅
の
〔
結
紐
〕
と
晃
こ
れ
と
善
と

の
同
一
化
と
は
、
こ
こ
に
於
て
も
亦
講
義
全
量
の
主
要
標
語
と
し

て
現
れ
て
み
る
。

　
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
箇
所
は
以
上
の
通
り
で
あ
る
。
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ロ
ス
は
ち
や
う
ど
私
の
テ
ー
ゼ
か
ら
出
て
來
た
や
う
な

仕
方
で
、
極
め
て
明
瞭
に
そ
れ
に
註
を
加
へ
て
る
る
（
五
七
頁
三

⊥
茜
）
。
彼
は
ご
N
呼
♪
及
び
。
。
”
①
に
就
い
て
、
ま
た
相
互
に

素
数
的
な
数
そ
の
他
に
就
い
て
語
っ
て
み
る
。
そ
の
際
彼
の
設
明

が
冗
長
に
亙
っ
て
み
み
の
は
、
明
ら
か
に
彼
が
藪
學
上
の
叙
述

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
｝
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哲
學
研
究
　
第
二
頁
五
十
九
號

（
邸
ち
こ
こ
に
例
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
一
』
の
比
の
特
殊
性
を
、

如
何
な
る
比
か
ら
も
別
つ
こ
と
）
に
未
熟
で
あ
っ
た
爲
め
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
こ
こ
で
は
別
に
重
要
で
は
な
い
。
私
の
テ
ー
ゼ
が
ア

レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
此
の
難
平
に
反
撃
す
る
必
要
は
な
く
、
却
っ

て
そ
れ
と
最
も
よ
く
調
和
す
る
最
初
の
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
こ

と
は
三
二
）
、
此
の
箇
所
の
基
礎
と
な
っ
て
み
る
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー

ス
の
本
文
を
取
扱
つ
た
從
來
の
も
の
に
比
し
て
、
私
の
テ
ー
ゼ
の

特
徴
で
あ
る
や
う
に
思
は
れ
る
。

　
今
述
べ
た
註
繹
に
移
っ
て
ゆ
く
に
先
立
っ
て
ア
レ
ク
サ
ン
ド

ロ
ス
は
、
そ
れ
に
封
ず
る
基
礎
と
し
て
、
善
に
就
い
て
の
講
義
に

草
す
る
報
告
を
前
置
き
し
て
み
る
（
五
五
一
δ
一
五
六
三
六
頁
）
。
こ

の
講
義
は
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
筆
録
し
た
も
の
で
あ
う
た

か
、
何
等
か
の
間
接
的
な
報
告
で
あ
っ
た
か
は
別
と
し
て
、
彼
の

眼
の
薗
に
あ
っ
た
に
相
蓮
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
此
の
箇

所
は
、
我
々
が
こ
の
講
義
に
關
し
て
有
っ
て
み
る
も
の
の
フ
ち
で

一
今
日
ま
で
充
分
に
注
意
せ
ら
れ
て
は
み
な
か
っ
た
や
う
に
見

え
る
が
一
最
も
詳
細
な
も
の
を
蓮
べ
て
る
る
。
し
か
し
そ
の
文

句
が
、
ど
の
一
語
を
取
っ
て
も
、
プ
ラ
ト
ー
ン
の
言
葉
通
り
で
な

い
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
ニ

　
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
先
づ
、
プ
ラ
墨
！
ン
も
ピ
よ
ー
タ
ゴ
テ

ー
ス
派
の
翌
々
も
、
共
通
に
、
撒
を
も
つ
て
他
の
一
切
の
概
念
の

上
に
お
か
れ
た
概
念
と
見
た
の
は
何
故
か
、
從
っ
て
そ
れ
に
よ
っ

て
撒
を
、
そ
れ
以
上
分
析
す
る
こ
と
の
不
可
能
な
、
何
も
の
も
そ

の
上
に
お
か
れ
る
こ
と
の
出
來
な
い
巷
溢
〔
始
め
1
原
理
〕
と

見
た
の
は
何
故
か
、
の
理
由
を
蓮
べ
て
る
る
。
そ
の
理
宙
は
李
面

が
立
膿
の
根
本
早
笛
で
あ
り
、
線
が
李
爾
の
根
本
成
素
で
あ
る
や

う
に
、
鮎
は
、
或
は
ピ
よ
ー
タ
ゴ
ラ
ー
ス
派
の
人
々
の
用
語
に
從

へ
ば
、
量
欝
り
〔
本
塗
一
、
躍
位
を
意
味
す
〕
は
、
線
の
不
可
分

の
成
素
で
あ
り
、
且
つ
何
も
の
も
最
早
そ
の
上
に
は
お
か
れ
な
い

か
ら
で
あ
る
。
匙
彩
量
颪
・
・
ち
魯
・
ミ
。
へ
〔
諸
の
一
が
数
で
あ
る
〕
と

彼
は
語
を
つ
づ
け
て
み
る
。
こ
の
言
葉
を
【
さ
《
熱
り
と
費
暑
。
へ

〔
撒
〕
と
は
同
じ
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
意
味
に
理
解
す
る
こ
と
は

無
意
味
で
あ
る
。
こ
の
丈
は
エ
ウ
ク
レ
イ
デ
ー
ス
が
（
原
論
．
第
七

巻
、
定
義
二
）
、
如
何
に
撒
を
定
義
し
た
か
を
想
ひ
起
す
な
ら
ば
、

そ
の
意
義
が
明
ら
か
に
な
る
。
郎
ち
そ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、

巷
【
魯
α
り
詳
3
評
言
く
濤
ε
’
、
q
芝
×
m
蛍
①
《
。
く
引
墨
。
り
＊
＊
．
＊
＊
数
は
一

の
結
合
で
あ
る
。
ア
レ
グ
サ
ン
ド
ロ
ス
が
こ
こ
に
考
へ
て
る
た
の

も
此
の
や
う
な
定
義
で
あ
っ
た
や
う
に
思
は
れ
る
、
そ
し
て
そ
れ
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は
屋
爵
蟹
曾
く
8
手
脚
島
色
け
窪
鋤
σ
2
旨
島
曽
匿
窪
（
し
か

し
一
の
多
数
が
撒
で
あ
る
）
と
澤
さ
る
べ
き
で
あ
．
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
ユ
　
ル
ゆ
デ
フ
イ
ニ
チ
オ
ず
ン

　
そ
れ
故
に
純
形
式
的
に
こ
こ
に
學
校
的
定
義
が
挿
入
せ
ら
れ

て
る
る
の
で
あ
る
。
私
が
こ
の
前
置
言
を
極
め
て
厳
密
に
反
復
し

た
の
も
た
だ
そ
の
た
め
で
あ
っ
て
、
此
の
前
置
き
か
ら
は
、
こ
こ

に
全
然
何
h
、
」
と
も
推
定
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
上
述
の

〔
前
仏
滲
漏
〕
数
掌
上
の
未
熟
と
間
檬
に
、
ま
た
ヒ
ッ
ポ
ク
ラ
テ

ー
ス
の
新
月
歌
軟
骨
（
鼠
①
⇔
凶
㏄
一
貞
β
ω
）
に
卜
す
る
シ
ム
プ
リ
キ
オ
ス

の
報
告
か
ら
我
々
が
傭
る
も
の
と
も
同
様
に
（
二
一
一
ご
、
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
ス
が
数
藥
上
の
こ
と
に
疎
い
こ
と
、
及
び
撒
壁
上
の
こ
と
が

問
題
と
な
る
場
合
、
こ
の
第
一
の
澄
人
の
評
償
に
は
非
常
な
用
愼

が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
み
る
Q

　
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
言
葉
を
託
け
て
言
ふ
。
さ
て
若
し
数
が

一
切
で
あ
る
な
ら
ば
、
数
の
魯
薫
〔
始
め
一
原
理
〕
は
ま
た
一

切
の
も
の
の
そ
れ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
プ
ラ
ト
…
ン
に
よ
れ
ば

撒
の
魯
x
鼠
は
箸
憲
り
〔
こ
と
窯
り
〔
二
〕
と
で
あ
る
。
そ
こ

で
彼
は
プ
ラ
ト
ー
ン
を
は
っ
き
り
引
合
ひ
に
嵐
し
て
次
の
や
う

に
需
葉
を
つ
づ
け
て
み
る
（
五
六
頁
一
δ
。
「
次
に
彼
は
等
し
さ
の

概
念
及
び
不
等
の
概
念
が
一
切
の
も
の
の
荷
嵩
で
あ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
プ
ラ
｝
ー
ン
に
於
け
ろ
…
欺
撃
と
形
柏
論
と
の
關
係

物
品
し
ょ
う
と
し
て
、
（
と
書
ふ
の
は
一
切
の
も
の
を
彼
は
最
高

の
、
最
も
躍
純
な
概
念
に
還
元
し
よ
う
と
欲
し
九
の
で
あ
る
）
、

麟
篤
く
ぎ
く
＆
驚
ミ
簿
§
亀
3
さ
諺
咲
く
§
・
＆
簿
℃
。
掻
養
岬

茜
…
y
＞
悪
霊
「
〔
彼
は
一
方
等
し
さ
を
一
に
鍬
け
、
他
方
不
等
を
超

過
と
不
足
と
に
獣
け
た
〕
、
彼
は
等
し
さ
を
一
に
思
し
て
置
き
（
字

義
通
り
に
は
、
等
し
さ
を
一
に
熔
け
）
，
不
等
を
、
よ
り
大
で
あ

る
こ
と
並
に
よ
り
小
で
あ
る
こ
と
に
（
從
っ
て
V
一
と
く
一
と
に
）

封
し
て
置
い
た
。
…
…
…
そ
れ
故
に
彼
は
其
等
を
不
定
な
る
二
と

名
づ
け
た
、
蓋
し
爾
者
敦
れ
の
成
素
も
大
で
も
小
で
も
な
く
、
そ

れ
自
身
と
し
て
は
限
定
せ
ら
れ
て
る
な
い
か
ら
で
あ
る
。
普
通
の

整
数
ト
っ
は
一
の
概
念
（
d
【
O
n
≦
）
へ
の
総
括
に
よ
っ
て
、
そ
こ
か
ら

出
て
來
る
の
で
あ
る
」
。

　
こ
の
報
告
は
さ
う
言
ふ
風
に
つ
づ
い
て
み
る
、
そ
の
最
後
の
牛

頁
（
五
六
頁
…
二
⊥
皿
δ
を
我
々
は
通
覧
し
た
の
で
あ
る
。
第
工
の

丈
は
溢
れ
も
讐
∩
次
に
〕
と
言
ふ
言
葉
で
始
ま
っ
て
み
る
か
ら
、

そ
れ
に
よ
っ
て
人
は
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
滲
照
し
た
原
本
が

節
を
追
ふ
て
進
ん
で
み
る
こ
と
を
、
推
測
し
得
る
で
あ
ら
う
。
今

迄
こ
の
文
菰
に
濃
っ
て
み
た
暗
黒
は
、
或
る
程
度
、
た
し
か
に
明

白
に
な
り
、
ま
た
以
る
程
度
、
露
命
な
報
告
が
問
題
に
な
っ
て
ゐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
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哲
學
研
究
　
第
二
百
五
十
九
號

る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
「
形
而
上
學
」
第
十
三
巻

第
五
章
一
〇
九
二
b
一
の
劣
べ
贔
贔
睾
×
℃
舎
m
＜
。
り
（
プ
ラ
ト

ー
ン
は
丁
ぜ
等
し
さ
と
し
て
用
ひ
な
が
ら
）
と
言
ふ
言
葉
に
よ
っ

て
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
、
等
し
さ
を
一
に
「
献
げ
る
こ
と
」
が

眞
の
プ
ラ
ト
ー
ン
的
な
善
で
あ
る
こ
と
、
並
に
我
々
が
こ
の
牟
端

な
文
の
中
で
再
び
プ
ラ
ト
ー
ン
の
講
義
の
僅
か
な
、
明
白
な
る
残

嘘
の
一
つ
の
前
に
立
つ
こ
と
を
、
謹
言
し
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。

而
し
て
ま
さ
に
此
の
残
敵
の
噺
片
こ
そ
霞
ら
私
の
テ
ー
ゼ
と
完

　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

全
に
合
致
し
、
そ
れ
に
封
し
て
明
白
な
る
僅
か
な
謹
明
契
機
の
ツ

ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

っ
を
鍵
供
す
る
。
何
と
な
れ
ば
等
の
比
諺
”
》
に
は
普
通
の
一

が
断
慮
し
、
悼
諺
”
諺
の
比
に
は
普
逓
の
整
撒
熱
つ
が
謝
冒
す
る
と

雷
ふ
こ
と
は
、
（
さ
う
い
ふ
場
合
に
は
我
々
は
さ
薙
γ
め
〉
匹
悼

と
書
く
）
、
自
明
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
此
の
箇
所
の
近
く
で
語
っ
て
み
る
こ

と
に
就
い
て
、
爾
ほ
た
だ
一
つ
の
こ
と
。
か
述
べ
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
。
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
は
此
の
箇
所
に
於
け
る
プ
ラ
ト
ー
ン

と
の
簡
輩
な
論
雫
を
、
引
照
の
需
葉
を
も
つ
て
閉
ぢ
て
る
る
（
九

八
八
a
西
）
。

　
　
罪
彩
急
く
8
0
㌫
N
痔
己
亀
×
§
勧
り
R
冠
す
く
さ
ら
q
§
X
無
。
込

入
四

　
　
知
試
。
ワ
e
蕊
く
伽
養
d
舎
。
ら
伽
養
d
避
§
．

　
　
次
に
彼
は
善
の
原
因
と
悪
の
原
因
と
が
、
彼
の
説
の
二
つ
の

　
　
根
本
原
理
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
な
し
た
。

　
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
は
こ
れ
に
註
繹
を
加
へ
て
、
プ
ラ
ト
ー
ン

は
善
を
撃
〔
一
〕
と
、
悪
を
畿
「
§
。
り
e
ゆ
鼠
り
〔
不
定
な
る
二
）
と

周
一
に
考
へ
た
、
と
言
っ
て
み
る
。
こ
れ
は
プ
ラ
ト
ー
ン
の
講
義

の
倫
理
的
重
重
を
指
示
し
た
僅
か
な
言
葉
の
｝
つ
で
あ
り
、
「
ピ

レ
ー
ブ
ス
」
の
最
後
の
部
分
で
語
ら
れ
た
多
く
の
こ
と
に
も
蓮
關

し
、
ま
た
ア
リ
ス
ト
ク
セ
ノ
ス
の
箇
所
と
も
充
分
に
一
致
す
る

（
二
四
）
o

　
ま
た
魅
の
中
に
は
プ
ラ
ト
ー
ン
の
講
義
に
着
す
る
廣
範
園
の

引
照
が
含
ま
れ
て
み
る
。
そ
の
第
｝
部
（
四
五
三
二
〇
一
四
五
四
一

九
）
は
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
の
「
ピ
レ
ー
ブ
ス
」
の
註
繹
か
ら
取
ら
れ

た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
第
二
部
（
四
五
四
一
九
i
四
五
五
西
）
は

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
、
プ
ラ
ト
ー
ン
の
講
義
の
報
告
に
よ
っ
て

み
る
。
こ
の
報
告
が
ど
こ
に
あ
る
か
、
〔
そ
の
出
典
〕
は
言
は
れ
て

る
な
い
。
シ
ム
プ
リ
キ
オ
ス
は
ボ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
か
ら
の
引
照

を
、
次
の
や
う
な
言
葉
で
閉
ぢ
て
る
る
。
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毬
・
こ
【
営
各
S
り
「
㍗
藁
憲
・
醤
α
・
＆
蕪
・
ヂ
ぎ
喜
。
？

　
　
舞
§
哺
“
送
説
く
。
の
昏
聞
く
歯
口
m
葛
d
身
邑
。
O
q
c
ぎ
ξ
母
鼠
≦
餐
撃

　
　
巷
審
の
p
警
決
ぐ
誤
x
鷲
哩
q
ε
り
穿
“
9
黒
ε
養
…
×
m
2
R
轡
♂
司
の

　
　
伽
く
登
）
ふ
P
＾
℃
k
段
噴
Σ
減
《
o
り
・

　
　
こ
れ
は
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
の
報
告
の
殆
ん
ど
文
字
通
り
で

　
　
あ
っ
て
、
そ
の
告
げ
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
善
に
就
い
て
の

　
　
コ
ロ
ク
イ
ウ
ム

　
　
會
話
の
中
で
謎
の
や
う
な
仕
方
で
語
ら
れ
た
こ
と
を
、
ボ
ル

　
　
ピ
ュ
リ
オ
ス
は
明
瞭
に
し
ょ
う
と
欲
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

　
　
は
お
そ
ら
く
「
ピ
レ
…
ブ
ス
」
の
笛
所
の
響
き
を
有
っ
て
ゐ

　
　
る
か
ら
で
あ
ら
う
。

　
此
の
引
照
は
エ
レ
尺
分
割
の
例
に
綾
い
て
る
る
、
エ
レ
R
は
先

づ
二
分
せ
ら
れ
、
次
に
そ
の
右
手
の
牟
分
が
更
に
二
分
せ
ら
れ

る
。
新
ら
し
い
分
割
に
よ
っ
て
左
手
は
エ
レ
の
・
。
〉
と
な
り
、
右

手
は
ぐ
儀
と
な
る
。
さ
て
右
手
の
四
分
の
一
は
も
う
一
度
二
分

せ
ら
れ
る
、
そ
し
て
款
ら
し
い
分
割
黙
に
よ
っ
て
左
手
は
エ
レ
の

く
。
・
、
右
手
は
く
刈
と
な
り
、
以
下
こ
の
や
う
に
し
て
進
ん
で
ゆ

く
。
か
く
し
て
貰
手
の
部
分
は
伽
蔦
3
喋
ソ
§
8
く
著
。
ま
《
〔
小
に

向
っ
て
前
進
す
る
も
の
〕
で
あ
り
、
左
手
の
そ
れ
は
伽
葛
串

黒
撮
。
《
飾
邑
ε
卦
ε
り
〔
限
り
な
く
大
に
向
っ
て
前
進
す
る
も
の
〕

　
　
　
　
　
プ
ラ
不
ー
ン
に
於
け
ろ
数
學
と
形
相
論
と
の
關
係

と
な
る
や
う
な
、
無
限
の
過
程
が
描
か
れ
る
。
此
の
過
程
は
決
し

て
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
最
早
分
た
れ
る
こ
と
の
寓
來
な
い
線
分

に
は
決
し
て
達
し
な
い
。
エ
レ
尺
は
た
し
か
に
連
績
的
で
あ
る
。

　
「
蓮
綾
的
」
（
2
く
m
N
帆
り
）
と
言
ふ
曇
口
引
の
如
き
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ー
ス
が
「
自
然
墨
」
の
中
で
展
開
し
た
蓮
績
論
の
特
殊
な
表
現
を

こ
こ
に
プ
ラ
ト
ー
ン
の
も
の
と
し
て
も
亦
見
患
し
九
な
ら
ば
、
非

常
に
興
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
ら
う
。
逡
憾
な
が
ら
當
面
の
箇
所
に

よ
っ
て
は
、
そ
れ
を
立
詮
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
。
良
心
的

な
シ
ム
プ
リ
キ
オ
ス
は
彼
の
い
つ
も
の
仕
方
通
り
、
「
自
然
學
」
の

一
彼
に
と
っ
て
の
問
題
は
そ
れ
に
註
繹
を
加
へ
る
こ
と
で
あ

っ
た
一
語
彙
か
ら
此
の
雷
葉
を
取
っ
て
、
讃
者
の
た
め
に
そ
れ

を
挿
入
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
一
彼
は
自
分
が
ボ
ル
ピ
ュ
リ
オ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ス
の
言
葉
を
殆
ん
ど
そ
の
ま
ま
繰
り
返
し
て
み
る
に
過
ぎ
な
い

と
強
張
し
て
み
る
一
。
そ
し
て
ポ
ル
ピ
ュ
リ
オ
ス
が
こ
の
箇
所

に
加
へ
た
か
も
知
れ
な
い
攣
化
に
就
い
て
は
、
全
然
語
っ
て
み
な

い
の
で
あ
る
。

　
〔
ポ
ル
。
ヒ
ュ
リ
ォ
ス
、
が
こ
の
牌
掴
所
　
に
醐
愛
子
を
加
へ
た
か
も
知
’
れ

な
い
と
言
ふ
〕
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
我
々
は
一
般
に
、
他
の
と

こ
ろ
で
支
持
せ
ら
れ
て
る
な
い
や
う
な
何
か
本
質
的
な
も
の
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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此
の
5
1
照
か
ら
引
き
出
す
こ
と
は
阻
ま
れ
て
み
る
。
，
上
に
あ
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

た
§
賦
、
・
〔
繭
進
ず
る
も
の
〕
と
雷
ふ
た
だ
一
つ
の
用
語
だ
け
は

例
外
で
あ
る
。
郎
ち
こ
の
霜
葉
は
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
そ
れ
に

轟
く
引
用
の
中
に
も
現
れ
て
み
る
が
、
倫
は
そ
の
ほ
か
第
四
飾
に

滲
照
せ
ら
れ
た
「
ピ
レ
ー
ブ
ス
」
二
四
d
四
の
著
。
×
ε
℃
瓢
ぺ
菩
×
匙

＆
掌
ぎ
・
穿
こ
・
ミ
・
m
℃
。
・
麹
養
汀
α
聖
楽
§
。
’
、
爵
誉
ε
り
㌦
α

・。

Z
8
穿
唖
q
塞
鳶
§
8
く
伽
費
ぎ
β
〔
と
言
ふ
の
は
よ
り
湿
と

よ
り
寒
は
縄
え
す
前
進
し
て
、
決
し
て
同
様
な
態
態
に
と
ど
ま
ら

ぬ
が
、
定
量
の
方
は
と
ど
ま
っ
て
前
進
す
る
こ
と
を
や
め
る
か
ら

で
あ
る
）
、
並
に
二
五
d
二
の
薯
↓
。
O
§
¢
養
岬
穿
ぎ
ぎ
v

x
＆
罫
儀
3
嚢
鉾
尋
ぴ
の
さ
）
5
ζ
臨
養
く
卦
α
§
鼠
℃
ε
り
ぐ
。
ぐ
誤

q
へ
毒
m
↓
壌
織
x
＆
Q
嘗
書
く
9
陶
《
麹
塾
費
暑
蟻
掛
琶
べ
捧
§
●
〔
そ
の

種
属
と
は
等
し
さ
と
二
倍
と
の
種
騰
だ
、
師
ち
互
に
他
に
封
し
て

差
異
的
に
封
駁
す
る
歌
劇
に
あ
る
こ
と
を
や
め
、
均
整
と
調
和
と

を
其
の
中
に
お
い
て
数
を
作
り
幽
す
す
べ
て
の
も
の
だ
〕
に
も
、

そ
れ
は
見
出
さ
れ
る
＊
＊
＊
＊
＊
o

　
趨
り
こ
の
一
語
の
中
に
の
み
明
白
に
鯨
韻
が
残
っ
て
み
る
の

で
は
な
い
斗
そ
し
て
ポ
ル
ピ
よ
リ
オ
ス
が
此
の
報
告
を
「
ピ
レ
ー

ブ
ス
」
の
註
繹
の
串
に
取
り
入
れ
た
の
も
、
允
も
か
に
無
意
味
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

は
な
か
っ
た
。
、
か
く
し
て
こ
こ
に
入
は
プ
ラ
ト
ー
ン
の
講
義
の
馬

重
要
な
推
定
を
下
す
こ
と
を
許
す
や
う
な
、
明
瞭
な
残
り
を
見
る

の
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
推
定
は
、
た
し
か
に
重
要
な
も

の
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
問
題
と
な
る
の
は
た
だ
希
臓
の
幾
何
學

の
無
限
過
程
の
擬
念
に
忘
す
る
慮
る
こ
と
、
起
ち
有
名
な
誰
去
法

だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
の
登
見
者
で
な
い
に
し
て
も
、
そ

れ
の
大
家
で
あ
っ
た
エ
ウ
ー
3
ク
ソ
ス
は
プ
ラ
ト
ー
ン
の
共
同
研

究
者
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
ピ
レ
ー
ブ
ス
」
が
エ
ウ
ド
ク
ソ

ス
に
射
し
て
閣
係
が
あ
っ
た
と
雷
ふ
言
ひ
傳
へ
こ
そ
、
こ
の
方
向

に
於
け
る
寧
ろ
｝
つ
の
出
血
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
私
が
引
用

し
九
「
ピ
レ
ー
ブ
ス
」
の
二
つ
の
引
用
箇
所
は
、
「
ピ
レ
ー
ブ
ス
」
の

こ
の
部
分
全
艦
分
文
案
學
的
に
も
亦
事
象
的
に
も
最
も
解
き
難

い
鮎
で
あ
．
つ
て
、
こ
れ
は
既
に
第
四
節
で
未
だ
分
明
な
ら
ぬ
も
の

と
し
て
指
示
し
て
お
い
た
も
の
で
あ
る
。
廓
ち
そ
れ
は
混
合
論

（
ジ
角
O
一
ソ
鼠
丑
O
プ
門
○
）
の
核
實
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
撒
學
的
方
面
か
ら

眞
に
明
瞭
に
把
握
す
る
こ
と
は
今
ま
で
の
と
こ
ろ
未
だ
何
ら
な

さ
る
る
に
至
っ
て
み
な
い
。
上
記
の
二
箇
所
の
羅
を
む
し
ろ
避
け

た
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
た
め
で
あ
っ
た
。

　
私
は
㍍
に
關
…
す
る
此
の
報
告
を
暫
定
的
紬
県
を
も
つ
て
訂
略
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切
ら
う
、
師
ち
無
限
過
程
が
プ
ラ
ト
r
ン
の
形
相
数
論
に
於
て
、

何
等
か
の
地
位
を
占
め
て
み
た
ら
し
い
と
言
ふ
こ
と
、
し
か
し
此

の
問
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
今
日
ま
で
ど
こ
か
で
多
少
で

も
な
さ
れ
或
は
膿
系
絢
に
で
も
充
分
行
は
れ
九
よ
り
も
一
暦
立

ち
入
っ
た
、
プ
ラ
ト
ー
シ
の
数
墨
的
意
識
と
彼
の
撒
學
的
用
語
と

の
分
析
が
冷
暖
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
で
あ
る
。

（
一
五
）
　
イ
ェ
ガ
ァ
が
雌
の
篤
志
た
私
に
知
ら
せ
て
く
れ
拠
。

（
一
六
）
　
雌
の
テ
ー
セ
の
意
昧
ほ
後
．
で
蓮
べ
ろ
〔
入
…
頁
）
。
そ
の
他

の
諜
文
ぱ
マ
ル
ク
ア
ル
ト
の
も
の
な
借
用
し
糞
O

（一

ｵ
）
　
例
へ
ば
不
定
数
と
し
て
の
。
。
ぱ
遭
際
に
在
在
し
て
み
ろ
三

つ
の
物
の
組
奄
、
総
て
一
つ
の
抽
象
的
概
念
に
総
括
す
ろ
寒
〔
…
）

で
あ
ろ
。

（
一
入
）
　
例
へ
げ
h
彼
ほ
一
方
｝
じ
ば
「
三
角
形
の
榔
軸
念
」
と
、
他
⊥
ガ
一
じ
ば
、

な
る
ほ
ど
細
く
ば
あ
る
け
れ
ど
も
然
も
あ
く
ま
で
鶴
奄
も
つ
て
み
ろ

繊
又
ほ
邊
か
ら
成
り
立
っ
て
る
て
、
「
知
託
し
得
る
三
角
形
し
と
の
問

に
、
理
想
的
な
直
線
た
邊
と
す
る
「
数
學
的
三
角
形
」
を
暇
定
し
九
。

そ
の
三
角
形
の
数
ほ
無
限
に
多
く
、
ま
表
恐
ら
く
そ
の
｝
つ
葎
他
の

中
に
内
接
ぜ
し
め
る
こ
と
も
m
登
る
等
々
。
然
る
に
三
角
形
の
形
相

　
　
　
ヘ
　
へ

ば
六
だ
　
．
つ
し
か
霧
在
し
な
い
の
で
め
る
O

（…

繧
刄
V
ュ
テ
ン
ソ
ェ
々
が
そ
の
著
書
の
五
四
頁
に
な
し
て
み
る

解
繹
ほ
、
「
こ
こ
に
展
開
ぜ
ら
れ
て
る
る
説
に
極
め
て
近
い
。
そ
れ
ど

プ
ラ
ト
ー
ン
に
於
け
る
数
學
と
形
相
論
と
の
關
係

こ
ろ
か
彼
も
五
九
頁
（
の
す
つ
と
下
の
方
で
ほ
）
は
っ
き
り
と
「
分
数
」

の
こ
と
葎
語
っ
て
み
ろ
、
し
か
し
彼
ほ
そ
こ
か
ら
離
具
な
引
垂
出
し

て
は
み
な
い
。

（
二
〇
）
　
「
第
一
の
も
の
た
除
い
て
」
と
解
繹
す
ろ
こ
と
ほ
、
そ
れ
に

明
瞭
（
怯
出
楓
味
な
晶
川
へ
る
限
臼
り
、
・
て
れ
冒
野
卑
我
々
の
テ
！
セ
ぶ
｝
決
し
で
、

矛
盾
す
る
も
の
で
ほ
な
い
。

（一

＝
j
　
「
ピ
レ
ー
プ
ス
し
に
も
通
例
用
ゐ
ら
れ
て
る
る
譲
黛
趨
ミ
曽

〔
快
に
就
い
て
〕
と
書
ふ
旧
名
の
ほ
か
に
、
§
＝
8
書
恩
〔
善
に

就
い
て
〕
と
言
ふ
副
名
が
あ
ろ
Q
こ
れ
も
少
く
と
も
麺
例
の
篇
名
と

同
町
に
、
厳
密
に
此
の
封
話
篇
の
眞
の
内
裏
に
旛
ほ
し
い
。

（
二
二
）
　
五
七
頁
の
す
っ
と
下
の
、
最
後
の
丈
章
で
、
突
然
君
§
P

9。
獅紫

J
T
o
へ
が
憎
馨
数
と
嘗
ふ
嚢
虫
で
現
れ
六
峰
、
　
瀞
ー
ニ
ッ
ツ
ぽ
そ
れ

だ
け
で
も
混
の
文
章
全
燈
た
抹
游
す
ろ
こ
と
奄
提
案
し
六
。

（
二
三
）
　
U
巽
切
。
ユ
9
醇
焦
。
・
。
o
o
冒
鷺
一
〇
岡
口
・
。
自
流
象
0
9
養
箭
ρ
停
醇
窪

9
・
・
》
無
職
昆
δ
箒
≡
己
象
。
・
国
警
で
。
写
暮
。
伊
a
．
肩
●
菊
一
缶
陣
P
日
2
7

器
5
目
Φ
弼
N
茜
ぢ
。
ン
q
藁
座
5
焦
窪
N
自
O
窃
9
凹
。
げ
酔
⑦
創
醇
呂
纂
｝
ゼ

ご
昌
k
〆
澤
興
誓
諺
ρ
H
・
切
①
h
幹

（
二
四
…
）
　
こ
れ
．
と
、
イ
ェ
ガ
ァ
が
F
そ
の
著
「
ア
リ
ス
｝
テ
レ
ー
ス
」
二

四
三
頁
で
指
示
し
て
み
ろ
こ
と
と
を
比
較
し
、
ま
た
ア
リ
ス
ト
テ
レ

ー
ス
の
工
銭
聾
ぎ
】
お
五
爵
弓
田
。
。
“
霞
・
。
9
H
ひ
一
ぢ
な
滲
照
せ
ら

れ
糞
い
。

＊
、
括
弧
の
中
の
希
腰
語
匡
「
と
言
ふ
の
は
潤
て
、
の
人
々
に
共
に
彼

の
敏
説
を
繁
錐
し
、
そ
れ
為
保
霧
し
糞
協
r

二
七
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＊
＊
　
こ
れ
ば
「
ビ
レ
ー
プ
ス
」
二
七
e
五
為
指
し
象
も
の
と
田
心
ば
れ

る
。
し
か
し
そ
こ
で
は
轡
魂
響
串
馬
ソ
ソ
ぜ
鼠
養
幌
督
擁
ε
簿
X
2
ヤ

書
・
響
量
（
快
と
苦
と
ほ
限
定
な
も
っ
て
み
ろ
の
か
、
そ
れ
と
も

よ
り
大
・
よ
り
小
葎
穽
す
も
の
に
馬
し
て
み
る
の
か
）
と
な
っ
て
み

て
、
砺
罠
勲
×
。
鼠
曳
ε
鳩
　
と
嘗
ふ
諮
ぽ
用
ゐ
ら
れ
て
る
な
い
。
こ
の
語
ほ

古
典
．
蒔
代
に
に
見
風
さ
れ
な
い
か
ら
、
恐
ら
く
ト
ェ
プ
号
ッ
ツ
の
記

憶
の
間
蓮
ひ
で
ほ
な
い
か
と
思
ふ
。

＊
＊
＊
　
本
誌
第
二
三
五
ナ
四
號
、
入
九
頁
以
下
。

＊
＊
＊
＊
こ
れ
な
直
諜
す
れ
ば
「
し
か
し
一
な
る
も
の
か
ら
結
合

ゼ
ら
れ
六
多
数
で
あ
ろ
」
。

＊
＊
＊
＊
＊
本
誌
第
二
百
五
十
四
號
、
入
九
頁
以
下
。
ト
ェ
プ
リ

ッ
ッ
ぽ
次
に
蓮
べ
て
る
る
や
う
に
赦
意
に
”
此
の
臥
所
の
謬
な
斎
け
て

る
る
の
で
あ
る
が
、
私
ぽ
本
寺
中
に
暫
定
的
課
丈
た
掃
入
し
て
お
い

六
。
街
ほ
二
玉
d
二
か
ら
の
引
用
丈
ぱ
、
そ
の
前
に
あ
る
「
そ
れ
ば

ど
ん
な
腫
騰
で
、
あ
な
た
の
お
つ
し
や
ろ
の
は
ど
う
い
ふ
意
昧
で
す

か
」
と
言
ふ
問
を
略
し
て
み
る
。
こ
こ
で
封
話
者
ソ
ー
グ
ラ
テ
ー
ス

と
プ
ロ
ー
タ
ル
コ
ス
と
ほ
限
定
と
無
限
定
と
の
混
合
に
よ
つ
て
生
す
’

る
第
三
の
種
厨
の
こ
と
奄
語
っ
て
み
る
の
で
あ
る
O

第
六
節
　
プ
ラ
ト
ー
ン
の
形
相
数
に
卜
す

る
ア
ソ
ス
添
テ
レ
ー
ス
の
立
言

ア
リ
ス
｝
テ
レ
ー
ス
は
「
自
然
學
」
に
於
け
る
簡
輩
な
二
三
の

入
入

示
唆
－
こ
れ
が
そ
の
後
「
自
然
學
」
の
註
繹
者
達
に
詳
細
な
註

を
書
く
機
縁
を
與
へ
た
の
で
あ
る
一
を
除
く
と
、
二
回
立
ち
入

っ
て
プ
ラ
ト
ー
ン
の
形
相
論
を
論
議
し
て
み
る
、
そ
し
て
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ー
ス
に
於
て
は
此
の
論
議
は
い
つ
で
も
畢
党
形
湘
数
に

噛
す
る
論
議
に
蹄
着
し
て
み
る
。
こ
こ
に
於
て
は
プ
ラ
ト
ー
ン
の

封
話
篇
か
ら
認
め
ら
れ
る
も
の
と
は
全
く
異
っ
て
、
そ
れ
が
形
相

論
功
膿
の
核
實
で
あ
る
や
う
に
見
え
て
み
る
。
そ
の
一
回
は
ア
リ

ス
ト
テ
レ
ー
ス
が
「
形
而
上
學
」
第
一
巻
で
論
議
し
て
み
る
も
の

で
あ
っ
て
、
、
既
に
第
五
節
で
我
々
は
そ
れ
を
綿
密
に
報
告
し
弛
。

そ
れ
に
響
い
て
彼
は
第
一
巻
第
九
章
で
詳
細
な
1
上
述
の
、
極

め
て
簡
箪
な
も
の
で
は
な
し
に
一
1
三
三
を
遽
べ
て
る
る
が
、
こ

の
批
評
は
殆
ん
ど
そ
の
ま
・
第
十
二
巻
第
五
、
六
章
に
繰
り
返
し

て
挿
入
せ
ら
れ
て
る
る
一
こ
の
事
情
が
純
文
献
學
的
な
立
揚

か
ら
、
長
い
聞
、
特
に
ヴ
ェ
ル
ナ
ァ
・
イ
ェ
ガ
ァ
の
「
形
爺
上
學
」
の
成

立
論
に
於
て
、
意
味
深
い
役
を
つ
と
め
た
の
で
あ
る
。
重
複
し
て

保
存
せ
ら
れ
て
る
る
此
の
文
の
直
後
に
（
九
九
一
b
二
〒
三
）
、

形
相
数
が
数
で
は
な
く
て
却
っ
て
撒
の
比
で
あ
り
得
る
可
能
性

が
論
明
せ
ら
れ
て
み
る
。

　
他
の
一
回
は
彼
が
プ
ラ
ト
ー
ン
並
に
そ
の
學
派
に
封
し
て
「
形
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而
上
學
」
の
最
後
の
二
巻
↓
都
ち
第
十
二
、
第
十
三
巻
で
、
更
に

】
暦
詳
細
に
論
議
し
て
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
人
が
此
等
す
べ
て
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
プ
ラ
ト
ー
ン
の
明
白

へな
言
葉
や
立
言
が
多
少
明
瞭
に
認
定
せ
ら
れ
る
も
の
を
、
引
き
出

さ
う
と
試
み
て
庵
、
入
が
得
る
も
の
は
た
だ
二
三
の
全
く
つ
ま
ら

ぬ
裂
片
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ら
う
、
　
而
し
て
そ
の
裂
片
の
う
ち
最

も
重
要
な
も
の
は
既
に
第
五
節
の
論
述
で
利
用
せ
ら
れ
た
。

畿
℃
§
o
の
㎝
c
驚
〔
ス
・
定
な
る
二
〕
は
㎝
¢
霧
2
q
り
3
り
曾
臼
〔
彼
等

の
言
ふ
》
；
）
う
に
よ
れ
ば
二
を
作
る
も
の
〕
（
｝
○
八
二
a
一
三
、

一
〇
八
三
b
蓬
ハ
そ
の
他
）
、
師
ち
全
て
の
も
の
を
二
と
な
す
も

の
で
あ
る
一
そ
れ
は
鋤
の
原
理
（
霊
鍵
盤
α
q
。
・
旨
⇒
N
凶
勺
×
私
は
大

と
小
と
を
こ
の
原
理
と
解
す
る
）
の
性
質
を
、
極
め
て
適
切
に
形

容
す
る
語
句
で
あ
っ
て
、
シ
詣
テ
ン
ツ
ェ
ル
が
概
念
分
罰
の
方
面

か
あ
與
へ
た
解
繹
に
秀
で
て
適
合
す
る
が
固
よ
り
私
の
テ
ー
ゼ

に
封
し
て
は
何
事
を
謹
書
す
る
も
の
で
も
な
い
。
　
○
八
一
a
二

三
⊥
証
で
言
は
れ
て
る
る
こ
と
は
㍗
蓉
響
。
り
鐸
奪
〔
最
初
に
語

り
し
入
〕
、
郎
ち
全
て
の
こ
と
を
初
め
て
語
っ
た
入
の
こ
と
、
從

っ
て
プ
ラ
ト
ー
ン
の
こ
と
で
あ
る
。
決
し
て
名
を
あ
け
て
は
み
な

い
が
、
し
か
し
プ
ラ
ト
ー
ン
其
の
入
、
ス
ペ
ウ
シ
ッ
ボ
ス
、
ク
セ

　
　
　
　
　
プ
ラ
蓄
ー
ン
に
於
け
ろ
数
學
と
形
相
諭
と
の
關
係

ノ
ク
ラ
テ
ー
ス
を
相
手
に
順
次
に
論
議
し
て
み
る
論
雫
は
、
第
十

三
巻
に
於
て
は
養
鰻
に
激
烈
の
度
を
加
へ
、
「
〇
九
嚇
a
九
⊥
二

で
は
不
定
な
る
二
の
二
つ
の
成
素
質
ち
大
と
小
と
は
、
恰
も
あ
ち

ら
こ
ち
ら
に
引
き
摺
ら
れ
た
如
く
、
理
論
全
艦
の
背
理
に
直
面
し

て
叫
び
聲
を
立
て
る
一
と
雷
は
れ
て
る
る
。

　
こ
こ
ま
で
が
プ
ラ
ト
ー
ン
の
言
葉
を
直
接
引
用
し
た
も
の
で

あ
っ
て
、
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
第
三
節
の

終
り
に
述
べ
た
理
由
か
ら
＊
、
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
此
の
論
箏

の
上
に
三
っ
て
る
る
闇
が
、
い
っ
か
吹
き
去
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る

と
し
て
も
、
そ
の
時
で
さ
へ
此
の
引
用
句
に
就
い
て
多
く
の
こ
と

を
窪
む
課
に
は
い
か
な
い
。
此
の
本
文
の
多
く
は
、
全
艦
と
し
て

見
る
と
、
實
質
的
に
尚
ほ
全
然
理
解
せ
ら
れ
て
は
み
な
い
。
た
ま

た
ま
或
る
箇
所
で
は
雲
を
破
古
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
こ
と
も

あ
っ
た
、
さ
う
い
ふ
場
合
に
は
い
つ
で
も
明
媚
な
る
風
光
が
現

　
　
ヅ
γ
」
レ
ン
ミ
黄
テ
ィ
ー
ク

れ
、
数
的
紳
秘
思
想
乃
至
そ
の
や
う
な
も
の
の
雲
霧
は
最
早
そ

の
跡
を
絶
っ
て
し
ま
っ
た
、
そ
し
て
も
と
も
と
不
充
分
な
表
象
を

も
つ
て
ー
プ
ラ
ト
ー
ン
乃
至
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
一
か

く
の
如
き
箇
所
を
解
製
し
よ
う
と
企
て
た
入
の
方
に
聯
秘
は
依

然
と
し
て
残
っ
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
取
り
分
け
て
ア
リ
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
九
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哲
學
研
究
　
第
二
百
五
十
九
號

ト
テ
レ
ー
ス
が
問
題
と
な
っ
て
み
る
限
り
、
同
時
に
ま
た
常
に
次

の
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
、
部
ち
決
定
的
な
解
繹
（
U
Φ
9
導
0
9
）
は
た

だ
註
繹
家
の
中
に
あ
る
何
か
並
行
的
な
箇
所
を
参
照
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
の
み
、
恐
ら
く
可
能
に
な
る
で
あ
ら
う
と
言
ふ
こ
と
、

且
つ
そ
れ
に
附
加
し
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
〔
著
作
の
〕
筆
記

的
な
暴
風
は
、
此
の
箇
所
そ
の
も
の
を
根
嫁
と
し
て
思
索
す
る
だ

け
で
は
、
決
し
て
解
直
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
な
い
、
と
言
は
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と
雷
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
箪
に
個
々
の
備
所
に

心
し
て
の
み
な
ら
す
全
般
に
亙
っ
て
い
っ
か
成
し
逡
げ
ら
れ
得

る
か
何
う
か
、
直
れ
が
そ
れ
を
知
る
で
あ
ら
う
か
（
二
冗
）
。

　
若
し
そ
れ
が
成
し
燧
げ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
す
る
な
ら
ば
、
第

五
笛
の
終
り
に
プ
ラ
ト
ー
ン
に
黙
し
て
言
は
れ
た
こ
と
は
、
高
い

程
度
に
於
て
こ
こ
に
も
當
て
は
ま
る
。
た
だ
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス

の
数
累
的
思
惟
の
仕
方
全
艦
と
、
彼
の
数
墨
的
語
彙
全
膿
と
の
艦

系
的
な
分
析
の
み
は
、
こ
こ
に
縫
績
の
動
地
が
あ
る
。
そ
の
際
個

々
の
輩
語
は
、
恰
も
数
學
者
が
未
知
数
を
考
察
す
る
が
如
く
に
考

察
せ
ら
れ
、
ま
た
そ
の
羅
語
が
現
は
れ
て
る
る
箇
所
は
、
各
々
未
・

知
撒
を
他
の
未
知
撒
と
結
合
す
る
方
程
式
と
し
て
考
察
せ
ら
れ

な
踊
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
う
漫
に
は
解
か
る
べ
き
且
つ
順
を
追
ふ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
〇

解
か
れ
ね
ば
な
ら
な
い
多
く
の
未
知
撒
を
も
つ
た
多
く
の
方
程

式
が
あ
る
。
プ
ラ
ト
ー
ン
並
に
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
数
學
的

　
　
　
レ
ク
シ
コ
ン

術
語
の
僻
典
は
、
上
述
の
如
き
分
析
が
必
要
と
す
る
と
こ
ろ
の
不

可
歓
な
基
礎
で
あ
る
で
あ
ら
う
（
二
さ
。

　
此
の
領
域
に
眼
を
向
け
て
み
る
常
世
者
に
と
っ
て
は
、
こ
の
研

究
に
於
て
蓬
せ
ら
れ
九
部
分
的
結
果
を
．
繋
ぎ
合
せ
て
全
艦
と
な

　
　
　
　
　
ロ
マ
ン

し
た
一
つ
の
小
言
を
、
彼
の
有
ち
合
せ
の
概
念
と
事
實
と
で
組
み

立
て
、
近
代
の
数
學
の
基
礎
論
孚
か
ら
、
プ
ラ
ト
ー
ン
と
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ー
ス
と
が
彼
等
の
討
論
に
於
て
語
り
合
っ
た
に
蓮
ひ
な

い
や
う
な
鏡
い
テ
ー
ゼ
を
推
定
す
る
こ
と
は
、
極
め
て
行
っ
て
み

た
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
た
易
々
九
る
こ
と
で
も
あ
る
で
あ
ら
う
。

そ
れ
に
反
し
て
私
が
こ
の
試
論
の
圏
的
と
し
た
こ
と
は
、
私
が
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

に
蓮
べ
た
や
う
な
一
つ
の
艦
系
的
分
析
の
闊
題
の
輪
廓
を
描
き
、

且
つ
少
く
と
も
、
こ
の
問
題
は
酬
ひ
ら
腐
る
と
こ
ろ
多
き
敷
果
的

な
も
の
で
あ
る
と
言
ふ
こ
と
ゼ
け
は
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ

っ
た
。

（
二
五
）
　
ア
η
ス
ト
・
テ
レ
ー
ス
「
形
需
問
上
闇
学
」
第
十
一
二
巻
の
弧
柵
畢
一
μ
極

め
て
組
織
的
に
行
に
れ
て
る
ろ
。
彼
ほ
先
づ
彼
の
晴
代
の
数
學
の
性

質
な
述
べ
、
次
仁
種
々
な
代
表
者
に
於
曲
り
る
形
相
払
磯
の
性
暫
…
寿
蓮
べ



999

て
る
る
、
こ
れ
ば
悔
い
て
爾
者
の
結
合
九
る
形
翔
数
存
論
ず
る
た
め

で
あ
ろ
。
華
墨
の
記
蓮
の
争
心
に
ぼ
、
朋
ら
か
に
、
一
般
的
比
例
論

が
存
す
る
（
…
〇
七
七
a
九
）
。
私
ぼ
今
臼
ま
で
こ
こ
に
盤
去
法
に
就

い
て
ぱ
何
も
の
な
も
見
禺
さ
な
か
つ
六
〇
そ
れ
故
に
こ
の
部
分
の
組

膿
の
分
析
に
就
い
て
は
、
術
ほ
重
要
な
も
の
が
期
待
ぜ
ら
れ
る
。

　
そ
れ
だ
け
に
ま
た
喜
ぶ
ベ
ミ
こ
、
と
ほ
、
イ
ェ
ガ
ァ
の
第
子
フ
可
ー

ト
リ
ヅ
ヒ
・
ソ
ル
ム
ゼ
ン
が
ベ
ル
リ
ー
ン
學
術
論
文
（
ゆ
9
旨
旨

U
冨
。
・
o
簿
9
鉱
9
目
）
の
中
で
、
ア
可
ス
ト
テ
ソ
ー
ス
の
誼
切
論
（
分
析
論
）

の
側
か
ら
、
こ
の
誕
…
…
4
論
の
鍛
學
的
内
容
旭
統
｝
的
に
把
握
し
よ
う

と
企
て
れ
こ
と
、
並
に
彼
が
、
そ
の
未
刊
の
黒
作
の
、
数
學
た
苦
り

扱
つ
六
こ
の
部
分
な
、
本
誌
で
公
に
す
る
た
め
に
態
々
註
正
し
書
き

直
し
六
こ
と
で
あ
ろ
〔
木
誌
鎮
二
頁
三
ナ
六
號
断
載
、
拙
鐸
「
数
學
的

方
法
の
構
成
に
及
ぼ
ぜ
る
プ
ラ
｝
ー
ン
の
影
響
」
が
こ
こ
に
言
及
ぜ

ら
れ
て
る
ろ
論
文
で
あ
る
）
。
希
磯
数
學
史
の
獲
展
に
關
す
る
筆
者

の、

ﾉ
め
て
含
蓄
的
な
理
解
が
、
数
學
者
の
感
情
に
欝
ほ
多
く
の
問
題

な
課
し
、
庇
の
資
料
に
就
い
て
渡
刺
と
し
力
有
盆
な
討
論
の
機
會
な

興
へ
る
と
す
れ
ば
、
．
そ
れ
だ
け
で
も
既
に
そ
の
公
表
ば
或
し
い
こ
と

で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

（
二
六
）
　
ユ
i
可
ウ
ス
・
シ
ュ
テ
ン
ソ
ェ
ル
と
私
と
ぽ
そ
の
仕
事
に

畿
墳
黒
し
、
先
づ
プ
ラ
ト
ー
ン
の
表
め
に
そ
の
全
湘
数
撃
的
酔
周
所
の
分
析

の
計
濫
葎
立
て
カ
。
即
ち
…
方
で
ほ
封
話
符
並
に
登
形
粗
論
の
連
嗣

か
ら
彼
の
数
學
的
箇
班
な
取
り
出
し
て
解
羅
し
、
他
方
で
け
彼
の
数

學
的
摺
読
の
意
味
内
容
奄
館
典
式
に
把
へ
よ
う
と
試
み
乃
。
こ
の
共

同
二
二
の
結
果
ほ
こ
の
「
数
詩
史
の
資
料
と
研
究
誌
」
（
O
器
｝
す
＝
三
二

プ
ラ
不
i
ン
に
於
け
ろ
湖
殿
墨
丁
と
形
籍
弧
醐
と
の
…
關
係
　

の
貯
魯
§
）
の
別
冊
「
資
料
」
篇
と
し
て
鑑
る
筈
で
あ
る
Q

＊
　
　
蝋
小
川
澱
第
二
｝
臼
門
五
山
一
四
號
、
礎
八
山
ハ
頁
O

第
七
慢
心
　
プ
ラ
ト
ー
ン
は
数
學
を
傷
口
術

化
し
よ
う
と
し
た
か

　
我
々
は
第
二
節
で
設
明
し
た
事
實
に
飾
ら
う
、
そ
れ
に
よ
る
と

近
代
の
撒
墨
は
、
我
々
が
エ
ゥ
ク
レ
ィ
デ
！
ス
に
於
て
見
出
す
や

う
な
野
獣
と
は
反
封
に
、
そ
の
撒
概
念
を
算
術
化
し
終
極
の
墓
礎

と
し
て
の
整
数
の
上
に
そ
れ
を
立
て
九
と
言
ふ
の
で
あ
っ
た
。
果

し
て
プ
ラ
ト
ー
ン
も
既
に
数
概
念
を
算
術
化
す
る
こ
と
に
努
力

し
た
で
あ
ら
う
か
、
ま
た
こ
の
端
緒
は
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
と
の

論
雫
に
よ
っ
て
の
み
押
し
除
か
れ
、
そ
の
結
果
、
最
早
エ
ウ
ク
レ

イ
デ
ー
ス
に
現
れ
て
み
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。

　
我
々
は
是
非
此
の
問
題
を
解
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
蓋
し
そ

の
理
由
は
、
　
エ
イ
。
イ
ー
・
テ
ィ
ラ
ァ
。
か
上
に
陳
べ
た
や
う
に
、
プ
ラ

ト
ー
ン
は
撒
概
念
を
算
術
化
し
た
、
而
も
所
謂
カ
ン
ト
ー
ル
の
無

理
撒
の
理
論
が
今
日
そ
れ
を
な
す
や
う
な
仕
方
を
用
ひ
た
と
言

ふ
テ
ー
ゼ
を
立
て
て
み
る
か
ら
で
あ
る
Q
そ
こ
で
取
扱
は
れ
て

る
る
雨
湿
上
の
事
柄
は
、
私
が
今
ま
で
こ
こ
に
撒
學
的
な
る
も
の

九



㎜
　
　
折
、
學
箋
第
二
夏
＋
義

　
　
に
關
し
て
持
ち
嵐
し
た
｝
切
の
も
の
よ
り
も
錯
綜
し
て
み
る
け

　
　
れ
ど
も
、
私
は
テ
ィ
ラ
ァ
に
よ
っ
て
用
ひ
ら
れ
た
例
を
手
引
と
し

　
　
て
、
数
講
者
な
ら
ぬ
者
に
も
彼
の
見
解
を
解
説
す
る
こ
と
を
試

　
　
み
ょ
う
。
我
々
は
先
づ
次
の
分
撒
の
選
書
を
考
察
し
よ
う
。

　
　
　
　
一
　
Q
⇔
　
刈
　
一
刈
　
A
一
　
Φ
O
　
ト
つ
Q
Q
㊤
　
ゆ
¶
刈
　
一
も
。
㊤
G
Q

　
　
　
　
引
・
三
三
副
・
韻
・
劃
・
訓
・
劇
・
⑩
。
。
『
…
…
蝋

　
　
此
の
蓮
鎖
は
次
の
や
う
に
し
て
作
ら
れ
る
、
帥
ち
分
概
は
執
れ
も

　
　
そ
れ
の
前
に
あ
る
分
撒
の
分
母
と
分
子
と
の
和
で
あ
る
が
、
分
子

　
　
は
詣
れ
も
當
書
分
撒
の
分
母
と
そ
れ
の
荊
に
あ
る
分
母
と
の
和

　
　
で
あ
る
◎
例
へ
ば
蜘
は
寺
曇
〒
早
q
で
作
ら
れ

　
　
る
。
明
ら
か
に
此
の
撒
列
は
任
意
に
長
く
績
け
ら
れ
る
こ
と
が

　
　
出
回
る
。
さ
て
人
は
極
め
て
簡
輩
に
一
三
者
は
そ
れ
を
信
ず

　
　
る
で
あ
ら
う
ー
ー
此
の
分
撒
が
咽
、
、
轡
と
言
ふ
撒
を
め
ぐ
っ
て
、
上

　
　
下
の
数
に
特
有
の
仕
方
で
動
く
こ
と
を
謎
明
す
る
こ
と
が
出
來

　
　
る
。
帥
ち
第
一
の
分
数
は
｝
、
、
『
よ
り
少
な
い
が
、
第
二
の
分
轄
は

　
　
夫
れ
よ
り
も
多
い
、
第
三
の
分
数
は
ま
た
陛
、
轡
よ
り
少
な
い
が
第

　
　
一
の
分
藪
よ
り
は
多
い
、
第
四
の
引
回
は
「
、
『
よ
り
は
多
い
が
第

　
　
二
の
留
れ
よ
り
も
少
な
い
等
々
。
そ
れ
故
に
次
の
や
う
に
な
る
。

　　

@　

{
〈
置
く
暫
く
講
衝
く
扇
バ
ー
〈
串
A
ホ
〈
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
二

爾
も
此
ら
の
分
数
は
爾
方
の
側
か
ら
｝
、
『
に
ま
す
ま
す
狡
く
接

近
し
、
寛
厚
の
側
か
ら
そ
れ
を
園
む
。
カ
ン
ト
ー
ル
の
数
概
念
が

無
理
数
を
生
産
す
る
仕
方
、
帥
ち
そ
れ
を
整
数
の
分
藪
か
ら
「
構

成
す
る
」
（
犀
O
⇔
ω
乱
民
ρ
曲
村
O
澤
）
仕
方
は
、
無
理
撒
＼
圃
1
時
分
撒
か
ら
「
生

漆
す
る
」
（
O
H
．
N
Φ
二
喰
O
昌
）
こ
の
仕
方
と
多
少
類
似
し
て
み
る
。
た
だ

そ
の
仕
方
は
上
記
の
例
に
於
て
蓮
べ
た
所
謂
蓮
分
数
過
程
（
囚
。
↑

8
昌
毎
。
ど
肖
o
N
①
舘
）
よ
り
も
簡
箪
で
あ
り
M
般
的
で
あ
る
が
、
テ

ィ
ラ
ァ
は
近
代
の
カ
ン
ト
ー
ル
の
概
念
を
希
臓
卜
考
方
に
接
近

せ
し
む
る
た
め
、
此
の
蓮
分
数
過
程
を
引
き
合
ひ
に
出
し
た
の
で

あ
る
Q

　
テ
ィ
ラ
”
・
は
彼
の
立
論
を
何
よ
り
も
先
づ
「
エ
ピ
ノ
ミ
ス
」
・
の

箇
所
九
九
〇
c
一
九
九
一
b
、
特
に
そ
の
最
後
の
九
九
一
a
四
i

b
四
の
丈
に
基
か
せ
て
み
る
。
彼
は
後
者
に
於
て
連
分
数
過
程
を

認
め
得
る
も
の
と
信
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
文
は
、
テ
ィ
ラ
ヅ
は
参

照
し
て
み
な
い
け
れ
ど
も
、
文
面
上
甚
だ
よ
く
似
て
み
る
「
テ
ィ

ー
マ
エ
ウ
ス
」
の
三
六
彦
三
五
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
容
易
に
逐

語
的
に
課
す
こ
と
が
畠
來
る
。
私
は
さ
ラ
言
ふ
逐
語
的
な
麟
課

か
ら
、
無
限
過
程
ど
こ
ろ
か
進
行
過
程
の
か
す
か
な
響
（
お
そ
ら

く
エ
ゥ
ク
レ
ィ
デ
ー
ス
で
は
さ
う
い
ふ
場
合
に
言
は
れ
て
る
る



　
　
や
う
な
鳶
d
。
ぎ
塾
舎
《
m
§
〔
常
に
か
く
の
如
く
に
な
る
〕
）

　
　
さ
へ
聞
き
頃
田
す
こ
と
。
か
出
し
來
な
い
（
二
七
）
。
か
く
の
如
き
大
…
謄
な

　
　
る
テ
ー
ゼ
を
支
持
す
る
唯
一
の
も
の
と
し
て
は
、
そ
れ
は
た
し
か

　
　
に
充
分
で
は
な
い
。

　
　
　
テ
ィ
ラ
ァ
は
無
限
泄
主
題
は
過
程
の
進
行
の
理
由
を
説
明
す

　
　
る
黒
め
に
、
明
白
な
本
文
は
其
の
外
一
箇
所
も
引
き
合
ひ
に
出
し

　
　
て
る
な
い
。
若
し
「
エ
ピ
ノ
ミ
ス
」
の
上
記
の
二
筒
所
の
文
の
前

　
　
に
麹
〔
常
に
〕
と
い
ふ
言
葉
が
現
れ
て
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
冨

　
　
葉
か
ら
我
々
の
文
に
到
る
通
路
が
拓
か
れ
る
よ
り
も
前
に
、
こ
の

　
　
二
つ
の
文
の
倫
ほ
極
め
て
不
明
瞭
な
意
味
が
既
に
多
少
明
ら
か

　
　
に
せ
ら
れ
た
に
相
判
な
い
。
「
テ
ィ
ー
マ
エ
ゥ
ス
」
の
並
行
箇
所

　
　
に
前
進
的
な
る
も
の
が
述
べ
ら
て
る
る
と
し
て
も
、
既
に
雷
つ
た

　
　
や
う
に
、
テ
ィ
ラ
ァ
は
そ
れ
を
殆
ん
ど
利
用
せ
す
、
ま
し
て
我
々

　
　
が
上
に
集
め
た
と
こ
ろ
の
著
。
畿
《
〔
前
進
す
る
も
の
〕
の
嗜
示
す

　
　
る
意
味
は
爾
ほ
一
居
利
用
し
な
か
っ
た
。
私
は
テ
ィ
ラ
ァ
の
根
本

　
　
的
意
向
と
は
完
全
に
一
致
す
る
の
で
あ
る
、
そ
の
意
向
の
う
ち
に

　
　
は
、
我
々
が
第
五
飾
の
終
り
に
集
嘉
し
た
建
築
用
材
を
補
充
し
そ

　
　
れ
を
噛
つ
の
構
造
に
組
み
立
て
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
實
現
せ
ら

　
　
れ
る
も
の
も
多
少
あ
る
で
あ
ら
う
。
穿
ち
そ
の
時
に
は
無
漏
過
程

㎜
　
　
・
ラ
・
↓
暴
9
叢
・
形
需
あ
關
係

（
盤
去
法
）
が
お
そ
ら
く
プ
ラ
ト
ー
ン
の
形
相
数
論
の
一
項
と
し

て
現
れ
る
で
あ
ら
う
。
し
か
し
差
當
り
の
材
料
は
な
ほ
そ
の
た
め

に
は
充
分
で
な
い
や
う
に
思
は
れ
る
。

　
テ
ィ
ラ
ァ
は
整
藪
か
ら
分
撒
へ
の
移
り
行
き
を
も
っ
て
全
く

自
明
的
に
行
は
れ
た
臣
籍
と
考
へ
て
る
る
が
一
そ
し
て
彼
の

立
論
の
も
う
一
つ
の
訣
焔
を
私
は
そ
こ
に
見
る
の
で
あ
る
一

こ
れ
は
近
代
の
人
に
は
今
日
の
學
校
敏
育
の
お
蔭
で
陳
腐
な
も

の
と
な
っ
て
み
る
け
れ
ど
も
、
希
臓
人
に
と
っ
て
は
全
然
そ
の
必

要
は
な
か
っ
た
の
で
あ
．
る
。
何
と
な
れ
ば
テ
ィ
ラ
ァ
は
プ
ラ
ト
ー

ン
が
分
数
の
系
列
か
ら
無
理
数
を
構
成
し
た
と
な
し
な
が
ら
、
こ

の
分
撒
が
希
臓
人
に
と
っ
て
は
何
か
直
接
に
與
へ
ら
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
と
豫
製
し
て
み
る
か
ら
で
あ
る
。
分
節
は
そ
の
や
う
に

確
説
に
直
接
與
へ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
我
々
に
今
日
保

存
さ
れ
て
み
る
も
の
に
於
て
は
比
例
が
分
撒
の
代
り
に
な
っ
て

み
る
三
八
）
。
テ
ィ
ラ
げ
，
が
確
定
的
な
も
の
と
し
て
こ
こ
に
豫
想

し
て
み
る
も
の
こ
そ
、
方
に
三
盛
藪
學
史
の
最
も
緊
要
な
る
問
題

の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
邸
ち
人
は
エ
ゥ
ク
レ
イ
デ
ー
ス
の
算
術

の
巻
（
第
七
一
第
九
巻
）
が
提
供
す
る
も
の
を
見
て
、
如
何
な
る

範
園
ま
で
、
そ
こ
か
ら
逆
に
希
臓
算
術
の
事
寳
上
の
獲
展
を
推
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三



囎
　
　
　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
第
二
百
五
十
九
號

1　
　
し
て
よ
い
か
、
と
雷
ふ
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
他
方
に
於
て
近
代
の
撒
概
念
も
亦
「
算
術
化
」
若
し
く
は
「
カ
ン

　
　
ト
ー
ル
の
撒
概
念
」
の
如
き
標
語
に
よ
っ
て
は
、
極
め
て
不
充
分

　
　
に
し
か
そ
の
特
徴
が
示
さ
れ
な
い
。
こ
の
こ
と
を
明
瞭
に
す
る

　
　
た
め
、
第
二
節
で
語
っ
た
よ
り
も
以
上
の
こ
と
を
把
握
し
な
け
れ

　
　
ば
な
ら
な
い
。
虚
数
の
概
念
1
そ
れ
は
分
数
と
無
理
撒
と
を
総

　
　
卸
し
た
も
の
で
あ
る
が
一
i
は
数
學
の
領
域
に
取
っ
て
は
、
演

　
　
算
（
加
算
、
乗
算
そ
の
他
）
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
、
ま
た
演
算
と
見

　
　
徹
さ
れ
る
演
算
の
規
則
に
よ
っ
て
、
從
っ
て
洋
凧
に
は
、
幾
何
學

　
　
が
．
公
理
の
艦
系
を
基
礎
と
な
し
て
み
る
と
同
じ
意
味
に
於
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
公
理
の
腿
系
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ
る
の
で
あ
る
、
1
た
だ
我
々

　
　
の
學
校
教
育
が
算
術
の
公
理
の
艦
系
よ
り
も
幾
何
學
の
公
理
の

　
　
艦
系
に
、
い
層
注
意
を
引
い
て
み
る
だ
け
で
あ
る
。
邸
ち
ヴ
ィ
エ

　
　
タ
（
≦
Φ
3
）
と
デ
カ
ル
ト
が
希
臓
人
の
幾
何
面
的
語
法
か
ら
完
全

　
　
に
離
れ
た
時
、
こ
の
風
入
は
希
糠
人
の
幾
何
量
的
公
理
を
模
範
と

　
　
し
て
計
算
論
に
公
理
の
艦
系
を
立
て
る
こ
と
を
怠
っ
た
。
そ
し

　
　
て
此
の
進
歩
即
ち
算
術
を
「
公
理
化
す
る
こ
と
」
は
第
十
九
世
紀

　
　
の
末
葉
に
な
っ
て
始
め
て
取
戻
さ
れ
沈
。
而
し
て
此
の
公
理
化
と

　
　
共
に
画
我
々
が
上
來
專
ら
こ
こ
に
語
っ
て
來
た
と
こ
ろ
の
算
術
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四

も
亦
第
＋
九
世
紀
末
の
第
二
の
進
歩
と
し
て
漸
く
現
れ
た
の
で

あ
る
。
幾
何
學
的
公
理
が
直
観
に
よ
っ
て
得
た
明
謹
は
、
算
術
的

公
理
に
は
鋏
け
て
る
る
、
そ
の
た
め
に
夏
に
そ
れ
の
墓
礎
を
築

き
、
早
食
の
父
系
を
整
撒
の
艦
系
か
ら
構
成
的
に
建
設
す
る
こ
と

が
重
要
観
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
た
だ
整
数
の
本
質

を
規
定
す
る
こ
と
の
み
が
猜
ほ
依
然
と
し
て
夏
芝
と
な
っ
た
Q
公

理
化
す
る
こ
と
と
算
術
化
す
る
こ
と
と
が
一
緒
に
な
っ
て
始
め

て
、
一
九
〇
〇
年
に
行
は
れ
た
数
概
念
の
特
徴
を
示
す
の
で
あ

る
。
こ
の
爾
様
の
進
歩
の
執
れ
を
よ
り
重
ん
ず
る
か
は
、
依
然
と

し
て
趣
味
の
問
題
た
る
に
止
る
で
あ
ら
う
。

　
そ
れ
に
奉
じ
て
入
は
近
代
数
學
と
滋
藤
数
累
と
の
相
違
を
匿

々
に
評
慣
す
る
で
あ
ら
う
が
、
こ
の
黙
に
寂
す
る
意
見
の
粗
違
は

悉
く
こ
こ
に
そ
の
原
因
を
も
つ
て
み
る
。
こ
の
爾
様
の
進
歩
を

互
に
商
量
す
る
こ
と
は
、
若
し
、
我
々
が
髪
に
な
し
て
み
る
や
う

に
、
入
が
量
器
堂
廊
の
概
念
を
分
析
し
、
プ
ラ
ト
ー
ン
の
役
目
と

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス
の
役
目
と
を
互
に
匠
別
し
ょ
う
と
思
ふ
な

ら
ば
、
同
説
に
重
要
で
あ
る
で
あ
ら
う
。
エ
ゥ
ク
レ
イ
デ
！
ス
の

第
五
巻
に
は
蘂
§
〔
大
き
さ
〕
と
き
。
・
〔
比
〕
と
に
間
す
る
學

論
が
立
て
ら
れ
て
み
る
が
、
こ
れ
は
躍
に
李
面
的
比
例
論
と
察
聞



　
　
〔
立
騰
〕
的
比
例
論
と
を
共
通
の
構
語
の
下
に
総
括
し
よ
う
と
し

　
　
た
も
の
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
却
っ
て
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ー
ス

　
　
が
（
「
分
析
論
後
書
」
八
五
b
一
）
明
白
に
立
言
し
て
み
る
や
う
に
、

　
　
嚢
蔓
↓
葛
農
§
〔
そ
れ
と
は
別
な
も
の
〕
即
ち
明
瞭
な
公
理
の
上
に

　
　
立
つ
た
そ
れ
自
身
猫
立
せ
る
理
論
で
あ
．
る
。
そ
し
て
若
し
ア
リ
ス

　
　
ト
テ
レ
ー
ス
の
排
濁
す
る
も
の
が
、
正
に
こ
の
比
例
論
の
構
造
で

　
　
あ
っ
た
す
れ
ば
（
「
分
析
論
後
書
」
に
於
て
は
な
さ
な
か
っ
た
が
、

　
　
す
っ
と
後
に
な
っ
て
「
形
而
上
墨
」
第
十
二
巻
一
〇
七
七
a
に
於

　
　
て
始
め
て
な
し
た
）
、
こ
れ
は
我
々
が
こ
こ
に
蓮
べ
た
全
て
の
も

　
　
の
と
併
せ
て
、
一
つ
の
統
｝
的
な
る
像
を
形
成
し
て
み
る
の
で
あ

　
　
る
。
と
こ
ろ
が
プ
ラ
ト
ー
ン
の
ア
カ
デ
メ
イ
ア
こ
そ
此
の
公
理

　
　
化
を
完
成
し
た
の
で
あ
っ
て
、
（
そ
の
際
、
そ
れ
が
「
實
数
」
と
総
門

　
　
せ
ら
れ
た
か
、
ソ
薯
。
り
と
乱
せ
ら
れ
た
か
は
間
題
で
は
な
い
）
、
エ

　
　
ウ
ク
レ
イ
デ
ー
ス
が
そ
れ
を
實
行
に
移
し
た
の
で
あ
る
。
假
令
エ

　
　
ウ
ク
レ
ィ
デ
ー
ス
が
明
晰
に
告
白
し
て
み
な
い
に
し
て
も
、
お
そ

　
　
ら
く
そ
れ
は
撒
學
を
哲
學
者
達
の
方
法
論
上
の
夢
に
係
ら
し
め

　
　
な
い
た
め
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
。
こ
の
公
理
化
を
完
成
し
た
の

　
　
は
多
分
プ
ラ
ト
ー
ン
そ
の
人
で
あ
っ
て
一
こ
れ
は
フ
リ
ー
ト

　
　
ゾ
ッ
ヒ
・
ソ
ル
ム
ゼ
ン
の
著
想
と
合
致
す
る
で
あ
「
ら
う
（
二
藝
－

鵬
　
　
　
プ
ラ
ト
コ
ン
に
於
け
姦
磐
形
相
論
と
の
開
係

1

恐
ら
く
「
，
國
家
」
第
六
巻
の
終
り
に
述
べ
ら
れ
て
み
る
数
學
的
研

究
の
本
質
に
制
す
る
宰
領
は
恐
ら
く
既
に
こ
の
方
向
を
示
す
も

の
で
あ
ら
う
Q
と
も
か
く
裳
に
形
相
論
が
も
っ
と
嚴
密
に
研
究
せ

ら
る
べ
き
細
蟹
“
か
あ
る
。

　
し
か
し
プ
ラ
ト
ー
ン
は
算
術
化
す
る
こ
と
に
も
亦
努
め
た
か

何
う
か
ー
テ
ィ
ラ
ァ
が
こ
の
黙
に
君
及
し
て
み
る
も
の
は
全

く
極
端
に
走
っ
て
み
る
一
は
特
別
な
問
題
で
あ
る
。
一
面
的
に

こ
の
問
題
に
向
ふ
な
ら
ば
、
入
は
方
に
述
べ
た
無
題
を
こ
と
、
、
」
と

く
見
逃
し
て
し
ま
う
で
あ
ら
う
。
そ
れ
は
兎
も
角
デ
！
デ
キ
ン
ト

、
の
切
断
（
ω
。
｝
首
5
の
方
が
、
さ
う
す
る
と
、
カ
ン
ト
ー
ル
の
概

念
よ
り
も
遙
か
に
無
理
な
く
、
希
罵
言
墨
の
領
域
に
適
合
す
る
で

あ
ら
う
（
倫
ほ
註
二
八
を
楽
照
）
。
此
の
切
断
の
概
念
も
實
際
に
用

ひ
ら
れ
て
る
る
無
理
撒
導
入
の
剃
の
型
で
あ
る
。
デ
ー
デ
キ
ン
ト

の
こ
の
理
論
と
難
も
、
本
書
一
般
的
に
エ
ゥ
ク
レ
ィ
デ
ー
ス
の
第

五
巻
か
ら
腿
冠
せ
ら
れ
る
の
は
、
た
だ
算
術
化
の
思
想
が
意
識
的

に
表
明
せ
ら
れ
て
み
る
と
言
ふ
こ
と
に
よ
る
に
過
ぎ
起
い
（
∴
き
。

お
そ
ら
く
岩
ミ
？
〔
前
論
す
る
も
の
〕
の
雲
泥
を
夏
に
追
及
し
て

ゆ
く
こ
と
、
バ
ル
メ
ニ
デ
ー
ス
の
研
究
を
こ
の
方
尚
に
進
め
る
こ

と
が
、
何
も
の
か
を
明
ら
か
に
な
し
得
る
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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私
は
自
分
が
数
學
者
な
れ
ば
こ
そ
、
こ
れ
が
撒
學
上
の
工
夫
に
よ

っ
て
な
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
く
一
そ
れ
は
も
う
充
分
に
存

在
す
る
1
却
っ
て
た
だ
文
献
學
的
根
抵
に
立
っ
て
解
乱
す
る

こ
と
並
に
麟
澤
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
な
さ
れ
得
る
こ
と
を

断
言
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
二
七
）
「
エ
ピ
ノ
ミ
ス
」
の
そ
の
他
の
内
容
に
就
い
て
に
董
○
た

参
照
Q

（
二
八
）
　
更
に
　
暦
尖
端
的
に
こ
の
立
揚
葎
代
表
す
る
に
至
つ
六
も

の
ぼ
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
シ
ョ
ル
ソ
（
缶
．
ω
O
ぴ
O
回
び
U
冨
Q
毎
剛
凱
｝
騨
0
9
窪
剛
三
ω
冒

貯
管
・
。
｝
首
。
げ
2
野
什
ざ
≦
景
℃
9
一
回
，
b
d
諏
。
7
。
憎
一
。
μ
逗
H
二
。
ω
。
葛
μ
一
Φ
導

裟
㌘
寧
附
録
六
六
頁
以
下
）
で
あ
ろ
。
テ
ィ
ラ
ァ
に
カ
ン
ト
ー
ル
の

概
念
と
希
厭
人
の
数
意
識
と
の
開
の
擁
隙
を
極
め
て
よ
く
感
知
し
て

み
る
・
そ
し
て
彼
ほ
蓮
分
数
法
の
中
問
蓮
結
に
よ
っ
て
、
カ
、
ン
ト
ー

ル
の
概
念
を
希
瀕
的
思
惟
に
接
近
ぜ
し
む
ろ
こ
と
に
、
特
に
骨
奄
折

っ
て
み
る
。
し
か
』
あ
試
み
随
既
に
困
難
な
閻
題
に
遭
遇
し
て
み

る
、
何
と
な
れ
ば
我
々
ば
希
畷
人
に
於
け
る
蓮
分
数
法
の
出
現
に
溢

し
て
巨
、
殆
ん
ど
六
だ
情
況
読
擦
（
賢
爵
否
び
9
重
m
。
）
し
か
所
有
ゼ

ず
、
川
從
っ
て
か
く
の
加
〃
再
・
テ
ー
セ
に
鼠
又
慨
臥
學
的
基
礎
た
皿
ハ
へ
ろ
山
県
黙

を
鋏
い
て
る
ろ
か
ら
で
あ
ろ
。
ア
〃
キ
メ
デ
ー
ス
の
測
圓
法
ぱ
全
然

孤
立
し
ま
六
一
世
紀
も
後
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
分
数
計
箕
の
謹
蝶

と
し
て
に
不
充
分
で
あ
る
。

九
六

（
二
九
）
　
ミ
℃
D
雲
身
9
捺
〔
不
完
な
る
二
〕
が
切
臨
で
あ
り
得
る
と
書

ふ
こ
と
も
、
そ
れ
が
カ
ン
事
ー
ッ
的
な
数
列
を
意
味
す
る
と
言
ふ
假

定
と
同
じ
や
う
に
正
し
く
な
い
。
さ
う
と
し
六
と
こ
ろ
で
私
1
1
「
彼

に
一
な
等
し
さ
に
騒
げ
れ
」
と
言
ふ
言
葉
が
何
為
意
味
す
る
の
か
、

ま
れ
上
に
蓮
べ
☆
や
う
に
解
す
れ
ば
容
ロ
易
に
講
賦
ま
れ
れ
一
切
の
他
の

こ
と
が
、
侮
を
意
味
す
る
の
か
、
解
糧
す
ろ
こ
と
が
繊
來
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
究
）


